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●
市
政
の
窓
●

幼
児
２
人
同
乗
用
自

転
車
購
入
費
を
補
助

し
ま
す

　
岩
倉
市
で
は
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転

車
（
通
称
、
３
人
乗
り
自
転
車
）
を
購
入

さ
れ
る
人
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を
購
入
し
た

い
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
安
全
を
図
る
た

め
、
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

い
る
人

②
購
入
時
に
お
い
て
６
歳
未
満
の
子
が
２

人
以
上
い
る
人

③
ご
自
身
が
養
育
す
る
幼
児
を
同
乗
さ
せ

る
た
め
に
使
用
す
る
人

④
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
が
、
こ
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
対
象
と
な
る
自
転
車

①
社
団
法
人
自
転
車
協
会
の
制
定
し
て
い

る
「
Ｂ
Ａ
Ａ
マ
ー
ク
（
安
全
・
環
境
基
準

適
合
車
マ
ー
ク
）」
と
幼
児
２
人
同
乗
用

自
転
車
安
全
基
準
に
適
合
し
「
幼
児
２
人

同
乗
基
準
適
合
車
の
マ
ー
ク
」
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
も
の

②
運
転
者
の
座
席
と
は
別
に
幼
児
２
人
が

同
乗
で
き
る
座
席
を
設
置
し
た
も
の

③
財
団
法
人
日
本
交
通
管
理
技
術
協
会
の

発
行
す
る
自
転
車
安
全
点
検
整
備
済
証

（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
も

の④
市
に
販
売
を
登
録
し
た
事
業
者
（
下
表

の
指
定
店
）
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と

※
中
古
品
や
転
売
品
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

●
補
助
金
額　
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

購
入
費
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満
は
切
り

捨
て
。
上
限
３
万
５
千
円
）

●
購
入
方
法　
補
助
を
受
け
た
い
人
は
、

児
童
家
庭
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件
に
該
当
す
る
人
に
は
補
助
券
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
補
助
券
を
指
定
店
に
お

渡
し
の
う
え
購
入
い
た
だ
く
と
、
補
助
額

分
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

販売登録指定店
指定店名 所在地 電話

いとうサイクル 本町畑中 21 37-0461

井上サイクル商会 八剱町 17 37-1744

ブライトンサイクリー 下本町燈明庵 136-6 37-2529

丸幸サイクル 本町上郷裏 17 37-0517

宮重自転車商会 下本町下市場 103 37-0480

横定サイクル商会 下本町城址 19 37-0509

●
問
合
先　
児
童
家
庭
課
児
童
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。

介
護
保
険
制
度
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　
介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
人
が
加
入
す

る
社
会
保
険
制
度
で
す
。
65
歳
に
な
る
月

に
介
護
保
険
証
が
交
付
さ
れ
、
介
護
保
険

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
保
険
料
の
納
付

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
65
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
介

護
保
険
制
度
の
説
明
会
を
以
下
の
要
領
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
以
外
の
人
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

　
次
回
は
、
11
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

●
と
き　
５
月
14
日
㈫
午
後
２
時

●
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階
大
会
議
室

●
対
象　
市
内
在
住
の
昭
和
23
年
６
月
か

ら
昭
和
23
年
11
月
生
ま
れ
の
人

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

青色 TSマーク
（第一種点検整備済 TSマーク）

BAAマーク
（安全・環境基準適合車マーク）
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●
市
政
の
窓
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●
市
政
の
窓
●

日
曜
日
に
市
役
所
証

明
発
行
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す

　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日

曜
日
も
証
明
発
行
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
日
曜
市
役
所
開
設
日　
毎
日
曜
日
（
但

し
、
年
末
年
始
は
お
休
み
し
ま
す
）

●
開
設
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
５
月
の
開
設
日
…
５
日
、12
日
、19
日
、

26
日

・
６
月
の
開
設
日
…
２
日
、９
日
、16
日
、

23
日
、
30
日

・
７
月
の
開
設
日
…
７
日
、14
日
、21
日
、

28
日

●
業
務
内
容　
☆
戸
籍
の
謄
抄
本
、
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
納
税
証

明
等
税
証
明
な
ど
の
発
行
業
務
☆
印
鑑
登

録
業
務

※
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異
動
届
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

岩
倉
市
で
は
、
身
近
な
地
域
の
中
で
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
た

ち
が
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
の
生
ま
れ
た
ご
家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、

出
産
お
祝
い
品
や
子
育
て
情
報
誌
な
ど
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
状
態
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
対
象
家
庭　
市
内
の
生
後
４
カ
月

ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭

●
訪
問
時
期　
お
お
む
ね
２
カ
月
を
過
ぎ

た
こ
ろ
に
訪
問
し
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員　
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
家
庭
児
童
相

談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員

●
出
産
お
祝
い
品

★
第
１
子
…
絵
本
セ
ッ
ト

★
第
２
子
以
降
…
乳
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト

●
問
合
先　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。

「
認
知
症
」出
前
講
座
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
た
人

が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
や
近
所
の
人

が
、
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た
ず
、

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
適
切
な
診
断

を
受
け
て
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

「
い
わ
く
ら
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

が
中
心
と
な
り
、
地
域
で
開
く
認
知
症
の

出
前
講
座
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
認
知
症
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食

費
の
無
償
化
制
度
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
を
目
的
と

し
て
、
義
務
教
育
期
間
に
あ
る
児
童
・
生

徒
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
保

護
者
か
ら
、
第
３
子
以
降
の
岩
倉
市
立
小

中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
費
は
徴
収
し

ま
せ
ん
。

●
対
象
者

①
岩
倉
市
に
住
所
ま
た
は
居
所
を
有
す
る

人②
義
務
教
育
課
程
に
あ
る
小
学
校
一
年
生

か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
お
よ
び

生
徒
を
３
人
以
上
有
し
、
第
３
子
以
降
が

岩
倉
市
立
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人

③
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
対
象
者
へ
は
、
在
籍
す
る
学
校
か
ら
決

定
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。

史
跡
公
園
で
月
釜
を

行
い
ま
す

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご
家
族
で
お

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

と
お
り
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る
お
茶
会
で

す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
決
行
）

●
と
こ
ろ　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家
（
大

地
町
野
合
51
☎
３
８
‐
６
１
０
１
）

●
茶
券　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹
茶
と
お

菓
子
）

●
席
主　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
服
部
社
中

●
問
合
先　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）

ま
で
。

～住まいから　描く日本の　未来地図～

平成25年住宅・土地統計調査の調査員を募集します
　
　住宅・土地統計調査は５年に１度の調査で、平成25年10月１日を基準日として、全国一斉に実施さ
れます。調査を正確に実施するため、下記のとおり調査員を募集します。
●募集人員　70人
●応募資格　次のすべての用件を満たす人
　　　　　　①年齢が20歳以上
　　　　　　②税務および警察などの事務に直接関係がないこと
　　　　　　③公職の候補者の選挙活動に直接関係がないこと
●調査員の仕事
①事務説明会への出席（８月下旬・半日程度）②担当調査区の確認③調査票の配布と回収（９月下旬～
10月上旬）④調査票の点検・提出など
●調査員の身分
　非常勤の地方公務員として愛知県知事から任命されます（任命期間は８月下旬～ 10月下旬の予定）。
●調査員の報酬（国の基準）
　３調査区の場合、約65,000円程度。
　※原則として１人３調査区（１調査区約17世帯）を担当していただきます。
●応募締切　５月31日（金）（郵送の場合、当日の消印有効）
●応募方法　次のいずれかの方法でご応募ください。
①郵送…はがきに住所・氏名・生年月日・年齢・職業・電話番号・調査時の移動手段（自動車・バイク・
自転車・徒歩）を記入のうえ、郵送してください。
②持参…応募用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。応募用紙は、市役所５階企画財政課企画
政策グループで配布します。
③電子申請…岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）のトップページ＞岩倉市について＞統計＞「平
成25年住宅・土地統計調査の調査員を募集します」から、あいち電子自治体推進協議会の電子申請申込
画面へアクセスできるリンクがあります。利用規約に基づき必要事項を入力して申請してください。
※同じページから応募用紙のダウンロードができます。
●選考方法
　応募後、日程調整のうえ簡単な面接を行います。選考の結果は、文書でご連絡いたします。
●問合先　企画財政課企画政策グループ（☎38－5805）まで。
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●
市
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●
市
政
の
窓
●

日
曜
日
に
市
役
所
証

明
発
行
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す

　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日

曜
日
も
証
明
発
行
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
日
曜
市
役
所
開
設
日　
毎
日
曜
日
（
但

し
、
年
末
年
始
は
お
休
み
し
ま
す
）

●
開
設
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
５
月
の
開
設
日
…
５
日
、12
日
、19
日
、

26
日

・
６
月
の
開
設
日
…
２
日
、９
日
、16
日
、

23
日
、
30
日

・
７
月
の
開
設
日
…
７
日
、14
日
、21
日
、

28
日

●
業
務
内
容　
☆
戸
籍
の
謄
抄
本
、
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
納
税
証

明
等
税
証
明
な
ど
の
発
行
業
務
☆
印
鑑
登

録
業
務

※
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異
動
届
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

岩
倉
市
で
は
、
身
近
な
地
域
の
中
で
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
た

ち
が
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員
と
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
の
生
ま
れ
た
ご
家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、

出
産
お
祝
い
品
や
子
育
て
情
報
誌
な
ど
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
訪
問
の
際
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
状
態
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
対
象
家
庭　
市
内
の
生
後
４
カ
月

ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ
て
の
家
庭

●
訪
問
時
期　
お
お
む
ね
２
カ
月
を
過
ぎ

た
こ
ろ
に
訪
問
し
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員　
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
家
庭
児
童
相

談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
員

●
出
産
お
祝
い
品

★
第
１
子
…
絵
本
セ
ッ
ト

★
第
２
子
以
降
…
乳
歯
ブ
ラ
シ
セ
ッ
ト

●
問
合
先　
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。

「
認
知
症
」出
前
講
座
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
た
人

が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
や
近
所
の
人

が
、
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た
ず
、

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
適
切
な
診
断

を
受
け
て
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

「
い
わ
く
ら
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

が
中
心
と
な
り
、
地
域
で
開
く
認
知
症
の

出
前
講
座
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
認
知
症
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食

費
の
無
償
化
制
度
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
を
目
的
と

し
て
、
義
務
教
育
期
間
に
あ
る
児
童
・
生

徒
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
の
保

護
者
か
ら
、
第
３
子
以
降
の
岩
倉
市
立
小

中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
費
は
徴
収
し

ま
せ
ん
。

●
対
象
者

①
岩
倉
市
に
住
所
ま
た
は
居
所
を
有
す
る

人②
義
務
教
育
課
程
に
あ
る
小
学
校
一
年
生

か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
お
よ
び

生
徒
を
３
人
以
上
有
し
、
第
３
子
以
降
が

岩
倉
市
立
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人

③
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
対
象
者
へ
は
、
在
籍
す
る
学
校
か
ら
決

定
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。

史
跡
公
園
で
月
釜
を

行
い
ま
す

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご
家
族
で
お

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の

と
お
り
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る
お
茶
会
で

す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
決
行
）

●
と
こ
ろ　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家
（
大

地
町
野
合
51
☎
３
８
‐
６
１
０
１
）

●
茶
券　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹
茶
と
お

菓
子
）

●
席
主　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
服
部
社
中

●
問
合
先　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）

ま
で
。

～住まいから　描く日本の　未来地図～

平成25年住宅・土地統計調査の調査員を募集します
　
　住宅・土地統計調査は５年に１度の調査で、平成25年10月１日を基準日として、全国一斉に実施さ
れます。調査を正確に実施するため、下記のとおり調査員を募集します。
●募集人員　70人
●応募資格　次のすべての用件を満たす人
　　　　　　①年齢が20歳以上
　　　　　　②税務および警察などの事務に直接関係がないこと
　　　　　　③公職の候補者の選挙活動に直接関係がないこと
●調査員の仕事
①事務説明会への出席（８月下旬・半日程度）②担当調査区の確認③調査票の配布と回収（９月下旬～
10月上旬）④調査票の点検・提出など
●調査員の身分
　非常勤の地方公務員として愛知県知事から任命されます（任命期間は８月下旬～ 10月下旬の予定）。
●調査員の報酬（国の基準）
　３調査区の場合、約65,000円程度。
　※原則として１人３調査区（１調査区約17世帯）を担当していただきます。
●応募締切　５月31日（金）（郵送の場合、当日の消印有効）
●応募方法　次のいずれかの方法でご応募ください。
①郵送…はがきに住所・氏名・生年月日・年齢・職業・電話番号・調査時の移動手段（自動車・バイク・
自転車・徒歩）を記入のうえ、郵送してください。
②持参…応募用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。応募用紙は、市役所５階企画財政課企画
政策グループで配布します。
③電子申請…岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）のトップページ＞岩倉市について＞統計＞「平
成25年住宅・土地統計調査の調査員を募集します」から、あいち電子自治体推進協議会の電子申請申込
画面へアクセスできるリンクがあります。利用規約に基づき必要事項を入力して申請してください。
※同じページから応募用紙のダウンロードができます。
●選考方法
　応募後、日程調整のうえ簡単な面接を行います。選考の結果は、文書でご連絡いたします。
●問合先　企画財政課企画政策グループ（☎38－5805）まで。
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●
市
政
の
窓
●

平成25年5月1日7

●
市
政
の
窓
●

長
期
に
わ
た
る
疾
患
等
の
た
め

定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
人

の
接
種
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

長
期
に
わ
た
る
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
）
の
た

め
に
定
期
の
予
防
接
種
を
対
象
年
齢
内
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
予

防
接
種
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
日
か
ら
２

年
以
内
（
上
限
年
齢
あ
り
）
に
定
期
予
防

接
種
と
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
対
象
者
に
該
当
す
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

★
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、
無
ガ
ン
マ
グ

ロ
ブ
リ
ン
血
症
そ
の
他
免
疫
の
機
能
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
る
重
篤
な
疾
病
に
か
か
っ

た
人

★
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
疾
病

に
か
か
っ
た
人

★
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
後
、
免
疫
の
機

能
を
抑
制
す
る
治
療
を
受
け
た
人
な
ど
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
接
種
方
法
等　
接
種
を
希
望
す
る
場

合
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
（
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
）。

●
問
合
先　
健
康
課
健
康
グ
ル
ー
プ
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま

で
。小

牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故
が

起
き
ま
し
た

　
４
月
１
日
㈪
午
前
11
時
55
分
ご
ろ
、
小

牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の
破

砕
処
理
機
で
爆
発
事
故
が
起
き
、
作
業
員

２
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
消
防
に
よ
る
調

査
の
結
果
、
原
因
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発
し
た

た
め
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
故
は
、
本
来
入
っ
て
い
る
は

ず
の
な
い
も
の
が
入
っ
て
い
た
た
め
発
生

し
た
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
一
度「
ご
み
と
資
源
の
分
別
と
出
し
方
」

等
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
適
正
な
ご
み
と

資
源
の
排
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
原
因
と
な
っ
た
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
中
身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
分

別
収
集
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
‐
５

９
１
２
）ま
た
は
、
環
境
保
全
課
廃
棄
物

グ
ル
ー
プ（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）ま
で
。

稲
荷
町
市
民
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

作
り
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
余
暇
の
時

間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農

園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
稲
荷
町
市
民
農
園
の
空
き
区
画

の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。な
お
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い

ま
す
。

●
申
込
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
。

一
世
帯
に
一
区
画
。

●
利
用
期
間　
５
月
〜
平
成
26
年
３
月

（
１
年
更
新
で
最
長
５
年
間
の
延
長
可
）

●
利
用
料
金　
２
千
７
５
０
円

●
募
集
区
画
数　
稲
荷
町
市
民
農
園　

 

２
区
画

●
申
込
期
限　
５
月
15
日
㈬

●
申
込
方
法　
商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
５
月
17
日
㈮
午

前
10
時
か
ら
、
市
役
所
３
階
会
議
室
３
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
商
工
農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

（
古
代
米
）
稲
づ
く
り

農
業
体
験
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
農
家
と
の
交
流
や
食
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
稲
づ
く
り
農
業
体

験
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
古
代
米
（
黒

米
）
は
白
米
よ
り
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜
20
日
㈪

●
応
募
家
族
数　
15
家
族（
１
人
で
も
可
。

先
着
順
）

●
参
加
費　
２
千
円
（
１
家
族
）

※
１
回
目
の
参
加
時
に
徴
収
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　
東
町
白
山
２
５
２

●
内
容　
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
（
収
穫
）

ま
で
を
農
家
の
指
導
に
よ
り
参
加
者
全
員

が
協
同
で
行
い
ま
す
（
収
穫
さ
れ
た
米
は

参
加
者
全
員
で
分
配
し
ま
す
）。
１
回
目

は
６
月
上
旬
の
土
曜
日
に
田
植
え
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
商
工
農
政
課
農
政
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

第
２
回「
岩
倉
軽
ト
ラ

市
」を
開
催
し
ま
す
！

　
今
回
も
、新
鮮
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
市
が
多
数
出
店
し
ま

す
。

　
ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行

●
と
こ
ろ　
神
明
ふ
れ
あ
い
広
場

●
主
な
出
品
物　
農
産
物
、パ
ン
、ハ
ム・

ソ
ー
セ
ー
ジ
類
、
雑
貨
な
ど

※
出
品
物
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

●
イ
ベ
ン
ト

　

友
好
都
市
で
あ
る
福
井
県
大
野
市
の

「
越
前
こ
ぶ
し
組
」
に
よ
る
人
力
車
の
乗

車
（
有
料
）
と
「
あ
す
な
ろ
太
鼓
」
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★
１
回
目　
午
前
10
時
〜

★
２
回
目　
午
前
11
時
〜

●
主
催
等　
主
催
…
岩
倉
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
、
主
管
…
岩
倉

軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

●
問
合
先　
岩
倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎
３
８
‐

５
８
１
２
）
ま
で
。

８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
歯
の
健
康

コ
ン
ク
ー
ル

●
対
象　
市
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
人

（
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
で

20
本
以
上
歯
の
あ
る
健
康
な
人

●
応
募
方
法　
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
か
か
り
つ
け
の
市

内
歯
科
医
院
（
尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉

支
部
会
員
の
歯
科
医
院
）
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

●
表
彰　
11
月
10
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
で
表

彰
状
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
合
先　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま

で
。

▲あすなろ太鼓

▲越前こぶし組
稲荷町
市民農園

大地町
（南）

主
要
地
方
道
名
古
屋
江
南
線
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長
期
に
わ
た
る
疾
患
等
の
た
め

定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
人

の
接
種
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

長
期
に
わ
た
る
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
）
の
た

め
に
定
期
の
予
防
接
種
を
対
象
年
齢
内
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
予

防
接
種
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
日
か
ら
２

年
以
内
（
上
限
年
齢
あ
り
）
に
定
期
予
防

接
種
と
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
対
象
者
に
該
当
す
る
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

★
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、
無
ガ
ン
マ
グ

ロ
ブ
リ
ン
血
症
そ
の
他
免
疫
の
機
能
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
る
重
篤
な
疾
病
に
か
か
っ

た
人

★
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
疾
病

に
か
か
っ
た
人

★
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
後
、
免
疫
の
機

能
を
抑
制
す
る
治
療
を
受
け
た
人
な
ど
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
接
種
方
法
等　
接
種
を
希
望
す
る
場

合
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
（
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
）。

●
問
合
先　
健
康
課
健
康
グ
ル
ー
プ
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま

で
。小

牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故
が

起
き
ま
し
た

　
４
月
１
日
㈪
午
前
11
時
55
分
ご
ろ
、
小

牧
岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の
破

砕
処
理
機
で
爆
発
事
故
が
起
き
、
作
業
員

２
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
消
防
に
よ
る
調

査
の
結
果
、
原
因
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発
し
た

た
め
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
故
は
、
本
来
入
っ
て
い
る
は

ず
の
な
い
も
の
が
入
っ
て
い
た
た
め
発
生

し
た
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
一
度「
ご
み
と
資
源
の
分
別
と
出
し
方
」

等
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
適
正
な
ご
み
と

資
源
の
排
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
原
因
と
な
っ
た
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
中
身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
分

別
収
集
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
‐
５

９
１
２
）ま
た
は
、
環
境
保
全
課
廃
棄
物

グ
ル
ー
プ（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）ま
で
。

稲
荷
町
市
民
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

作
り
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
余
暇
の
時

間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農

園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
稲
荷
町
市
民
農
園
の
空
き
区
画

の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。な
お
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い

ま
す
。

●
申
込
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
。

一
世
帯
に
一
区
画
。

●
利
用
期
間　
５
月
〜
平
成
26
年
３
月

（
１
年
更
新
で
最
長
５
年
間
の
延
長
可
）

●
利
用
料
金　
２
千
７
５
０
円

●
募
集
区
画
数　
稲
荷
町
市
民
農
園　

 

２
区
画

●
申
込
期
限　
５
月
15
日
㈬

●
申
込
方
法　
商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
５
月
17
日
㈮
午

前
10
時
か
ら
、
市
役
所
３
階
会
議
室
３
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
商
工
農
政
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

（
古
代
米
）
稲
づ
く
り

農
業
体
験
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
農
家
と
の
交
流
や
食
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
稲
づ
く
り
農
業
体

験
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
古
代
米
（
黒

米
）
は
白
米
よ
り
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜
20
日
㈪

●
応
募
家
族
数　
15
家
族（
１
人
で
も
可
。

先
着
順
）

●
参
加
費　
２
千
円
（
１
家
族
）

※
１
回
目
の
参
加
時
に
徴
収
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　
東
町
白
山
２
５
２

●
内
容　
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
（
収
穫
）

ま
で
を
農
家
の
指
導
に
よ
り
参
加
者
全
員

が
協
同
で
行
い
ま
す
（
収
穫
さ
れ
た
米
は

参
加
者
全
員
で
分
配
し
ま
す
）。
１
回
目

は
６
月
上
旬
の
土
曜
日
に
田
植
え
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
商
工
農
政
課
農
政
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

第
２
回「
岩
倉
軽
ト
ラ

市
」を
開
催
し
ま
す
！

　
今
回
も
、新
鮮
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
市
が
多
数
出
店
し
ま

す
。

　
ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行

●
と
こ
ろ　
神
明
ふ
れ
あ
い
広
場

●
主
な
出
品
物　
農
産
物
、パ
ン
、ハ
ム・

ソ
ー
セ
ー
ジ
類
、
雑
貨
な
ど

※
出
品
物
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

●
イ
ベ
ン
ト

　

友
好
都
市
で
あ
る
福
井
県
大
野
市
の

「
越
前
こ
ぶ
し
組
」
に
よ
る
人
力
車
の
乗

車
（
有
料
）
と
「
あ
す
な
ろ
太
鼓
」
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★
１
回
目　
午
前
10
時
〜

★
２
回
目　
午
前
11
時
〜

●
主
催
等　
主
催
…
岩
倉
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
、
主
管
…
岩
倉

軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

●
問
合
先　
岩
倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎
３
８
‐

５
８
１
２
）
ま
で
。

８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
歯
の
健
康

コ
ン
ク
ー
ル

●
対
象　
市
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
人

（
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
で

20
本
以
上
歯
の
あ
る
健
康
な
人

●
応
募
方
法　
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
か
か
り
つ
け
の
市

内
歯
科
医
院
（
尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉

支
部
会
員
の
歯
科
医
院
）
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

●
表
彰　
11
月
10
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
で
表

彰
状
、
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
合
先　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま

で
。

▲あすなろ太鼓

▲越前こぶし組
稲荷町
市民農園

大地町
（南）

主
要
地
方
道
名
古
屋
江
南
線
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市民計画一覧　－市民が取り組む26の項目―
区分 項目

シ
ス
テ
ム
）

（
交
通
・
安
全
・
防
災

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

利用しやすい移動手段の実現を図り、誰もが社会参加できる環境をつくりましょう

地域の連携を深め、災害に対する備えを行っていきましょう

地域全体の防犯意識を高めましょう

子どもが安全に登下校できるような見守り体制をつくりましょう

自転車マナーに関する住民の意識を高めましょう
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
）

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

健康保持を心がけ、いきいきと生活しましょう

福祉教育が充実した、思いやりの心を育む環境を整えましょう

地域全体で次世代育成に取り組みましょう

障害のある人への理解を深めましょう

高齢者が安心して暮らせる見守り体制をつくりましょう

生活上の困りごとを、気軽に助け合いましょう

（
居
住
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
）

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

ペット飼育のマナーを守りましょう

地域の公園や広場で、安心して遊べる環境を整えましょう

子どもが安心してボール遊びができる公園のあるまちにしましょう

ごみ出しのマナーを守りましょう

ごみ分別のマナーを守りましょう

子育て世代が住みたくなるまちにしましょう

豊かな自然を大切にしましょう

産業を活性化し、ゆたかなまちにしましょう

（
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

信
頼
の
ま
ち
づ
く
り

さまざまな世代と交流する機会を増やして、地域を大切にする意識を育みましょう

地域の活動に積極的に参加しましょう

岩倉市の歴史や文化を大切にしましょう

あいさつを大切にしましょう

気軽に集まる場所を増やしましょう

日ごろから見守りや声かけをしましょう

多様な文化をもつ人々と交流しましょう

※岩倉市地域福祉計画は岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）と、介護福祉課・市役所 1階情報サロン・
社会福祉協議会（ふれあいセンター内）で閲覧できます。
●問合先　介護福祉課高齢福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。

「安全・安心・快適に暮らせるまち　いわくら」
～岩倉市地域福祉計画を作成しました～特集①

　岩倉市では、「安全・安心・快適に暮らせるまち　いわくら」を基本理念とする「岩倉市地域福祉計画」を策定
しました。地域福祉計画とは、社会福祉法において、行政が住民とともに、地域の生活課題を明らかにし、また

解決していく体制を整備することを目的として策定するように定められているものです。

　岩倉市地域福祉計画では、市民と行政や社会福祉協議会、地域福祉協力者、専門職が協力して、誰もがしあわ

せに暮らし続けることができる岩倉市を実現させていくことをめざしています。平成 25年度から、この計画に基

づき、地域福祉の推進をめざしてさまざまな活動が展開されます。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。

　岩倉市地域福祉計画の概要について、計画の柱の一つである「市民計画」をご紹介します。

岩倉市地域福祉計画の柱
１　市民計画　
　地域をもっとよくしていくために、市民の皆さんによる「いわくら福祉市民会議」を立ち上げました。テー
マ別の作業部会において、地域の生活課題を市民の視点で検討し、市民が中心となって取り組む２６の重
点項目を市民計画に掲げています。

２　行政の支援計画
　　市民計画において掲げられた取り組みを円滑に実施していく環境をつくるために、行政が行う支援の計
画です。

３　社会福祉協議会の支援計画
　市民計画において掲げられた取り組みを円滑に実施していく地域福祉の充実をめざして、社会福祉協議
会が行う支援の計画です。

４　「いわくらあんしんねっと」の構築
　医療・保健・福祉・介護の専門職や地域福祉協力者団体、地縁組織のネットワークがお互いに協力して、
地域の中にゆたかなつながりをつくり、身近な地域で気軽に相談し、専門職の支援の手が届きやすい体制
を整えます。
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※岩倉市地域福祉計画は岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）と、介護福祉課・市役所 1階情報サロン・
社会福祉協議会（ふれあいセンター内）で閲覧できます。
●問合先　介護福祉課高齢福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。

「安全・安心・快適に暮らせるまち　いわくら」
～岩倉市地域福祉計画を作成しました～特集①

　岩倉市では、「安全・安心・快適に暮らせるまち　いわくら」を基本理念とする「岩倉市地域福祉計画」を策定
しました。地域福祉計画とは、社会福祉法において、行政が住民とともに、地域の生活課題を明らかにし、また

解決していく体制を整備することを目的として策定するように定められているものです。

　岩倉市地域福祉計画では、市民と行政や社会福祉協議会、地域福祉協力者、専門職が協力して、誰もがしあわ

せに暮らし続けることができる岩倉市を実現させていくことをめざしています。平成 25年度から、この計画に基

づき、地域福祉の推進をめざしてさまざまな活動が展開されます。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。

　岩倉市地域福祉計画の概要について、計画の柱の一つである「市民計画」をご紹介します。

岩倉市地域福祉計画の柱
１　市民計画　
　地域をもっとよくしていくために、市民の皆さんによる「いわくら福祉市民会議」を立ち上げました。テー
マ別の作業部会において、地域の生活課題を市民の視点で検討し、市民が中心となって取り組む２６の重
点項目を市民計画に掲げています。

２　行政の支援計画
　　市民計画において掲げられた取り組みを円滑に実施していく環境をつくるために、行政が行う支援の計
画です。

３　社会福祉協議会の支援計画
　市民計画において掲げられた取り組みを円滑に実施していく地域福祉の充実をめざして、社会福祉協議
会が行う支援の計画です。

４　「いわくらあんしんねっと」の構築
　医療・保健・福祉・介護の専門職や地域福祉協力者団体、地縁組織のネットワークがお互いに協力して、
地域の中にゆたかなつながりをつくり、身近な地域で気軽に相談し、専門職の支援の手が届きやすい体制
を整えます。
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岩倉市障害者計画を策定しました
岩倉市では、障害者の皆さんが住み慣れた地域で、自分らしく充実した人生を過ごしていただくために、平成
２５年度から平成２９年度までの５年間の「岩倉市障害者計画」を策定しました。
この計画は、本市の障害福祉行政の指針であるとともに、市民の皆さんに広くご理解をいただき、障害者の皆
さんはもとより、すべての市民の皆さんの自主的、主体的な行動のための指針となるものです。
●問合先　介護福祉課障害福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。が

ん
の
多
く
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
）
が
40
歳
代
頃
か
ら
増
加
し
始
め
ま
す
。
ま

た
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
よ
う
に
、
若
年

層
か
ら
増
加
し
始
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

お
り
、
全
死
亡
者
の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま

す
。
年
々
そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
岩
倉
市
で
実
施
し
た
が
ん
検

診
受
診
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を

受
け
た
結
果
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
数
は
、

胃
が
ん
２
人
、
大
腸
が
ん
６
人
、
乳
が
ん
５

人
、
前
立
腺
が
ん
４
人
で
し
た
。
肺
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
で
発
見
さ
れ
た
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ん
を
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
ま
だ
ま
だ

低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
で
、
が

ん
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
人
の
半
数
以
上
が

「
心
配
な
ら
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
」「
時
間
が

取
れ
な
い
」
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

心
の
片
隅
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
油
断

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
初
期

の
が
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。「
心
配
に
な
る
」
よ
う
な
状

態
に
な
れ
ば
、
す
で
に
病
状
が
進
行
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
診
断
、
治
療
法
は
急
速
に
進
歩
し
て

い
ま
す
。
初
期
の
う
ち
に
見
つ
か
れ
ば
、
治
る

確
立
は
飛
躍
的
に
上
が
り
、
完
全
に
治
す
こ
と

も
可
能
で
す
。

早
期
発
見
の
効
果

①
手
術
は
簡
単
に
す
み
、
治
療
期
間
も
短
く
て

す
む
。

②
入
院
日
数
が
短
く
て
す
み
、
経
済
的
負
担
も

少
な
く
て
す
む
。

③
治
療
後
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が
少
な
く
て

す
む
。

④
家
族
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
職
場
へ
の
復
帰

も
早
く
で
き
る
。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

岩
倉
市
で
は
、
乳
が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の

女
性
）・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20
歳
以
上
の
女

性
）・
肺
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
の
人
）・
大
腸

が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の
人
）・
胃
が
ん
検
診

（
30
歳
以
上
の
人
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳

以
上
の
男
性
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乳
・
子

宮
頸
・
大
腸
・
胃
・
肺
（
喀
痰
細
胞
診
）
が
ん

検
診
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
前
立
腺
・
肺

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
が
ん
検
診
は
検
診

当
日
に
受
付
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
お
勤
め
を
し
て
い
る
人
は
、

職
場
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
一
度

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で
症
状
に

気
づ
い
た
場
合
は
、速
や
か
に
病
院
を
受
診
し
、

必
要
な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
経
過

観
察
中
の
人
は
引
き
続
き
、
定
期
的
に
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に
も
、
が

ん
検
診
に
関
心
を
持
ち
、
定
期
的
に
検
診
を
す

す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）ま
で
。

障害のある人が、障害のない人と同じように生活し、
活動できる社会が、本来の社会のあるべき姿である
という考え方

Ⅰライフステージに対応した施策の推進 
Ⅱ多様化するニーズの把握
Ⅲ地域生活支援の充実

１　生活環境の整備

２　災害時における支援の充実

３　雇用・就労の充実

５　生活を支える情報提供・
　　コミュニケーション支援の充実

４　障害福祉サービスの充実

10　推進基盤の強化

９　支え合いによる支援の推進

６　保健・医療サービスの充実

７　療育・保育・教育の充実

８　スポーツ・レクリエーション、文化活動の推進

■地域生活の支援
■住宅のバリアフリー化の支援
■ユニバーサルデザインの促進
■移動支援の充実

■地域社会における支援体制の確立
■避難路・避難所の整備
■緊急通報システムの普及促進

■障害のある人の雇用の促進
■就労後の支援の充実
■福祉的就労の充実

■情報の収集と提供体制の充実
■コミュニケーション支援の充実

■訪問系サービスの充実
■日中活動系サービスの充実
■相談支援の充実
■権利擁護の推進・虐待の防止

※岩倉市障害者計画は岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）で閲覧できます。また、介護福祉課・市役所 1階情報
サロンでも閲覧できます。

■生活支援ネットワークの充実
■就労支援ネットワークの充実

■障害に対する理解の促進
■福祉教育等の充実
■交流の推進

■保健サービスの充実
■医療サービスの充実

■療育の充実
■保育・幼児教育の充実
■学校教育の充実

■スポーツ・レクリエーションの推進
■文化活動の推進

Ⅳともに推進する体制づくり
Ⅴ人材の確保と育成
Ⅵ地域生活を支えるネットワークづくり

ノーマライゼーション ソーシャル・インクルージョン

誰もが社会の中で孤立したり、排除されたりするこ
となく、その構成員として存在価値と役割を持てる
社会をめざすという考え方

ともに支え、ともに暮らす、笑顔とやさしさに包まれたまち いわくら

がん検診のすすめ～早期発見・早期治療を～

計画の基本理念

計画の基本方針

計画の基本目標・基本計画

保健師すこやか日誌

が
ん
の
多
く
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
）
が
40
歳
代
ご
ろ
か
ら
増
加
し

始
め
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸

が
ん
の
よ
う
に
、
若
年
層
か
ら
増
加
し

始
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
お
り
、
全
死
亡
者
の
３
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。
年
々
そ
の
数
は
増

え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
岩
倉
市
で
実
施
し
た

が
ん
検
診
受
診
者
の
う
ち
、
医
療
機
関

で
精
密
検
査
を
受
け
た
結
果
、
が
ん
が

発
見
さ
れ
た
人
数
は
、
胃
が
ん
２
人
、

大
腸
が
ん
６
人
、
乳
が
ん
５
人
、
前
立

腺
が
ん
４
人
で
し
た
。
肺
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ん
を
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
た

め
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
人

の
半
数
以
上
が
「
心
配
な
ら
い
つ
で
も

受
診
で
き
る
」「
時
間
が
取
れ
な
い
」
な

ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
心
の
片

隅
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
油
断

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

初
期
の
が
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
心
配
に
な

る
」
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
す
で
に

病
状
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

が
ん
の
診
断
、
治
療
法
は
急
速
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
初
期
の
う
ち
に
見
つ

か
れ
ば
、
治
る
確
率
は
飛
躍
的
に
上
が

り
、
完
全
に
治
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

早
期
発
見
の
効
果

①
手
術
は
簡
単
に
す
み
、
治
療
期
間
も

短
く
て
す
む
。

②
入
院
日
数
が
短
く
て
す
み
、
経
済
的

負
担
も
少
な
く
て
す
む
。

③
治
療
後
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が
少

な
く
て
す
む
。

④
家
族
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
職
場
へ

の
復
帰
も
早
く
で
き
る
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

岩
倉
市
で
は
、
乳
が
ん
検
診
（
30
歳

以
上
の
女
性
）・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20

歳
以
上
の
女
性
）・
肺
が
ん
検
診
（
40
歳

以
上
の
人
）・
大
腸
が
ん
検
診
（
30
歳
以

上
の
人
）・
胃
が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の

人
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上
の

男
性
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乳
・
子

宮
頸
・
大
腸
・
胃
・
肺
（
喀
た
ん
細
胞
診
）

が
ん
検
診
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

前
立
腺
・
肺
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

が
ん
検
診
は
検
診
当
日
に
受
け
付
け
で

き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
お
勤
め
を
し
て
い
る
人

は
、
職
場
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
一
度
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
で
症
状
に
気
づ
い
た
場
合
は
、

速
や
か
に
病
院
を
受
診
し
、
必
要
な
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
経
過
観

察
中
の
人
は
引
き
続
き
、
定
期
的
に
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に

も
、
が
ん
検
診
に
関
心
を
持
ち
、
定
期

的
に
検
診
を
す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１

１
）
ま
で
。
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岩倉市障害者計画を策定しました
岩倉市では、障害者の皆さんが住み慣れた地域で、自分らしく充実した人生を過ごしていただくために、平成

２５年度から平成２９年度までの５年間の「岩倉市障害者計画」を策定しました。
この計画は、本市の障害福祉行政の指針であるとともに、市民の皆さんに広くご理解をいただき、障害者の皆

さんはもとより、すべての市民の皆さんの自主的、主体的な行動のための指針となるものです。
●問合先　介護福祉課障害福祉グループ（☎３８－５８０９）まで。が

ん
の
多
く
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
）
が
40
歳
代
頃
か
ら
増
加
し
始
め
ま
す
。
ま

た
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
よ
う
に
、
若
年

層
か
ら
増
加
し
始
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

お
り
、
全
死
亡
者
の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま

す
。
年
々
そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
岩
倉
市
で
実
施
し
た
が
ん
検

診
受
診
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を

受
け
た
結
果
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
数
は
、

胃
が
ん
２
人
、
大
腸
が
ん
６
人
、
乳
が
ん
５

人
、
前
立
腺
が
ん
４
人
で
し
た
。
肺
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
で
発
見
さ
れ
た
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ん
を
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
ま
だ
ま
だ

低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
で
、
が

ん
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
人
の
半
数
以
上
が

「
心
配
な
ら
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
」「
時
間
が

取
れ
な
い
」
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

心
の
片
隅
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
油
断

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
初
期

の
が
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。「
心
配
に
な
る
」
よ
う
な
状

態
に
な
れ
ば
、
す
で
に
病
状
が
進
行
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
診
断
、
治
療
法
は
急
速
に
進
歩
し
て

い
ま
す
。
初
期
の
う
ち
に
見
つ
か
れ
ば
、
治
る

確
立
は
飛
躍
的
に
上
が
り
、
完
全
に
治
す
こ
と

も
可
能
で
す
。

早
期
発
見
の
効
果

①
手
術
は
簡
単
に
す
み
、
治
療
期
間
も
短
く
て

す
む
。

②
入
院
日
数
が
短
く
て
す
み
、
経
済
的
負
担
も

少
な
く
て
す
む
。

③
治
療
後
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が
少
な
く
て

す
む
。

④
家
族
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
職
場
へ
の
復
帰

も
早
く
で
き
る
。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

岩
倉
市
で
は
、
乳
が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の

女
性
）・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20
歳
以
上
の
女

性
）・
肺
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
の
人
）・
大
腸

が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の
人
）・
胃
が
ん
検
診

（
30
歳
以
上
の
人
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳

以
上
の
男
性
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乳
・
子

宮
頸
・
大
腸
・
胃
・
肺
（
喀
痰
細
胞
診
）
が
ん

検
診
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
前
立
腺
・
肺

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
が
ん
検
診
は
検
診

当
日
に
受
付
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
お
勤
め
を
し
て
い
る
人
は
、

職
場
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
一
度

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で
症
状
に

気
づ
い
た
場
合
は
、速
や
か
に
病
院
を
受
診
し
、

必
要
な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
経
過

観
察
中
の
人
は
引
き
続
き
、
定
期
的
に
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に
も
、
が

ん
検
診
に
関
心
を
持
ち
、
定
期
的
に
検
診
を
す

す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）ま
で
。

障害のある人が、障害のない人と同じように生活し、
活動できる社会が、本来の社会のあるべき姿である
という考え方

Ⅰライフステージに対応した施策の推進 
Ⅱ多様化するニーズの把握
Ⅲ地域生活支援の充実

１　生活環境の整備

２　災害時における支援の充実

３　雇用・就労の充実

５　生活を支える情報提供・
　　コミュニケーション支援の充実

４　障害福祉サービスの充実

10　推進基盤の強化

９　支え合いによる支援の推進

６　保健・医療サービスの充実

７　療育・保育・教育の充実

８　スポーツ・レクリエーション、文化活動の推進

■地域生活の支援
■住宅のバリアフリー化の支援
■ユニバーサルデザインの促進
■移動支援の充実

■地域社会における支援体制の確立
■避難路・避難所の整備
■緊急通報システムの普及促進

■障害のある人の雇用の促進
■就労後の支援の充実
■福祉的就労の充実

■情報の収集と提供体制の充実
■コミュニケーション支援の充実

■訪問系サービスの充実
■日中活動系サービスの充実
■相談支援の充実
■権利擁護の推進・虐待の防止

※岩倉市障害者計画は岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）で閲覧できます。また、介護福祉課・市役所 1階情報
サロンでも閲覧できます。

■生活支援ネットワークの充実
■就労支援ネットワークの充実

■障害に対する理解の促進
■福祉教育等の充実
■交流の推進

■保健サービスの充実
■医療サービスの充実

■療育の充実
■保育・幼児教育の充実
■学校教育の充実

■スポーツ・レクリエーションの推進
■文化活動の推進

Ⅳともに推進する体制づくり
Ⅴ人材の確保と育成
Ⅵ地域生活を支えるネットワークづくり

ノーマライゼーション ソーシャル・インクルージョン

誰もが社会の中で孤立したり、排除されたりするこ
となく、その構成員として存在価値と役割を持てる
社会をめざすという考え方

ともに支え、ともに暮らす、笑顔とやさしさに包まれたまち いわくら

がん検診のすすめ～早期発見・早期治療を～

計画の基本理念

計画の基本方針

計画の基本目標・基本計画

保健師すこやか日誌

が
ん
の
多
く
（
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
）
が
40
歳
代
ご
ろ
か
ら
増
加
し

始
め
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸

が
ん
の
よ
う
に
、
若
年
層
か
ら
増
加
し

始
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
と

な
っ
て
お
り
、
全
死
亡
者
の
３
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。
年
々
そ
の
数
は
増

え
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
岩
倉
市
で
実
施
し
た

が
ん
検
診
受
診
者
の
う
ち
、
医
療
機
関

で
精
密
検
査
を
受
け
た
結
果
、
が
ん
が

発
見
さ
れ
た
人
数
は
、
胃
が
ん
２
人
、

大
腸
が
ん
６
人
、
乳
が
ん
５
人
、
前
立

腺
が
ん
４
人
で
し
た
。
肺
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ん
を
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る
た

め
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
か
っ
た
人

の
半
数
以
上
が
「
心
配
な
ら
い
つ
で
も

受
診
で
き
る
」「
時
間
が
取
れ
な
い
」
な

ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
心
の
片

隅
に
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
油
断

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

初
期
の
が
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
心
配
に
な

る
」
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、
す
で
に

病
状
が
進
行
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

が
ん
の
診
断
、
治
療
法
は
急
速
に
進

歩
し
て
い
ま
す
。
初
期
の
う
ち
に
見
つ

か
れ
ば
、
治
る
確
率
は
飛
躍
的
に
上
が

り
、
完
全
に
治
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

早
期
発
見
の
効
果

①
手
術
は
簡
単
に
す
み
、
治
療
期
間
も

短
く
て
す
む
。

②
入
院
日
数
が
短
く
て
す
み
、
経
済
的

負
担
も
少
な
く
て
す
む
。

③
治
療
後
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が
少

な
く
て
す
む
。

④
家
族
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
職
場
へ

の
復
帰
も
早
く
で
き
る
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

岩
倉
市
で
は
、
乳
が
ん
検
診
（
30
歳

以
上
の
女
性
）・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
20

歳
以
上
の
女
性
）・
肺
が
ん
検
診
（
40
歳

以
上
の
人
）・
大
腸
が
ん
検
診
（
30
歳
以

上
の
人
）・
胃
が
ん
検
診
（
30
歳
以
上
の

人
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上
の

男
性
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乳
・
子

宮
頸
・
大
腸
・
胃
・
肺
（
喀
た
ん
細
胞
診
）

が
ん
検
診
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

前
立
腺
・
肺
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

が
ん
検
診
は
検
診
当
日
に
受
け
付
け
で

き
ま
す
。

が
ん
検
診
は
、
お
勤
め
を
し
て
い
る
人

は
、
職
場
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
一
度
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
分
で
症
状
に
気
づ
い
た
場
合
は
、

速
や
か
に
病
院
を
受
診
し
、
必
要
な
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
経
過
観

察
中
の
人
は
引
き
続
き
、
定
期
的
に
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に

も
、
が
ん
検
診
に
関
心
を
持
ち
、
定
期

的
に
検
診
を
す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１

１
）
ま
で
。
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スポーツ教室参加者募集スポーツ教室参加者募集
●対　象　１６歳以上（高校生を除く）
●定　員　４５人
●参加費　１，２００円
●開催日　６／４～ ７／９（６回）
●曜日時間　火曜日　１３：００　～　１４：３０
●会　場　総合体育文化センター　柔道場
●講　師　二見　和子さん
●持ち物　一人分の敷物、タオル、運動のできる服装、水筒
●内　容　ヨガとは、究極の心の安らぎを創り出すという意味で、激し
　　　　　い運動についていけない人にも、このゆっくりした動きが　
　　　　　見直されてきています。やさしく体と対話してみましょう。

●対 象　１６歳以上（高校生を除く）
●定 員　４５人
●参加費　１，２００円
●開催日　６／６～ ７／１１（６回）
●曜日時間　木曜日　１３：００ ～ １４：３０
●会 場　総合体育文化センター　多目的ホール
●講 師　城岸　朱美さん
●持ち物　タオル、室内シューズ、水筒
●内 容　エアロビクスは、シンプルな動きで全身バランスよく動かし、
　　　　　効果的に脂肪を燃焼させる有酸素運動です。楽しい音楽に合
　　　　　わせて体を動かせばストレス解消やダイエットにも効果的です。

★申込期間　５月１日 (水 ) ～１５日 (水 ) 締切 ( 必着 )

◇
往
復
は
が
き
記
入
例

お
願
い

●６階生涯学習課スポーツグループにお越し下さい。
　※ 申込用紙を利用される人は、お申し込み時に返信用の 50円切手をご持参ください。
　※ 申込用紙は、総合体育文化センターにもあります。なお、申込手続きは市役所へお越しください。

1) 参加費が必要な教室は、開催日初日までに市役所へご持参いただくか、当日現地にてお支払いください。
2) 締切期日を過ぎても、定員に余裕のある教室については、市役所で継続して申込を受け付けます　 
　 のでお問い合わせください。
3) 同一教室への重複申込はできません。
4) 申込者が 5人に満たない場合は、開催しないことがあります。

●対　象　よちよち歩きから３歳までの幼児とその保護者
●定　員　４０組（１組で子ども２人以上の参加も可能です）
●参加費　保護者１，６００円（子どもは無料）
●開催日　６／７～ ７／２６（８回）
●曜日時間　金曜日　１０：００ ～ １１：３０
●会　場　総合体育文化センター　柔道場・剣道場
●講　師　NPO法人アイディアC体創協会
●持ち物　タオル、水筒、着替え、ゼッケン
●内　容　「０歳からの健康づくり」として、よちよち歩きから３歳ま
　　　　　での幼児とその親または、祖父母を対象とした教室です。

●参加の可否については、５月 24日 ( 金 ) までにお知らせします ( 教室によって、返信の到
着に差が出る場合もあります )。
●申込が定員を上回った場合は、抽選となります。

申込
方法

申込方法にご注意ください。

2013 年（平成 25年度）　春　期
ヨガ教室

エアロビクス教室
「往復はがき」でお申込みください（１人 1枚につき１教室）。

市役所に来ていただき、所定の用紙で申し込むこともできます。

1.

2.
※【親子ふれあい体操教室】参加を希望する人は、③・④・⑤に「参加する保護者」と「お子さん」の
　 『名前 (ふりがな )』・『年齢』・『性別』を併せてご記入ください。

受付時間
午前 9時～午後 5時

岩
倉
市
栄
町

一
丁
目
66
番
地

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

何も記入しないで
下さい。往信

返信（裏）

あ
な
た
の
住
所

お
名
前

①教室名
②〒・住所
③受講者氏名
(ふりがな )
④年齢 (学年 )
⑤性別
⑥電話番号

返信

往信（裏）

●対 象　小学生以上
●定 員　４５人
●参加費　８００円（小・中学生は無料）
●開催日　６／１，６／８，６／２２，６／２９（４回）
●曜日時間　土曜日　１０：００ ～ １１：３０
●会 場　岩倉南小学校
●講 師　スポーツ推進委員
●持ち物　室内シューズ、タオル、水筒
●内 容　カローリングは冬季オリンピックでおなじみのカーリングか
　　　　　らヒントを得て考案された、床で行うニュースポーツです。
　　　　　子どもから高齢者まで手軽に楽しむことができます。

カローリング教室

●対 象　１６歳以上（高校生を除く）
●定 員　２５人
●参加費　5 ,０００円（レーン代・貸し靴代込み）
●開催日　６／４～  ６／２５（４回）
●曜日時間　火曜日　１４：００ ～ １５：３０
●会 場　稲沢グランドボウル
●講 師　ＪＢＣ認定プロボウラー
●持ち物　運動のできる服装、靴下、タオル
●内 容　ボウリングは、３ゲーム行った時約5,000歩歩いた場合と同じ
　　　　　カロリーを消費するスポーツです。また、消費エネルギーの割
　　　　　に体の負担が少ないスポーツでもあります。プロボウラーに教
　　　　　えてもらうことができ、90分間投げ放題です。初めての人も、もっ
　　　　　と上手くなりたい人も、体を動かしたい人も遠慮なくご参加く
　　　　　ださい。送迎バスもあります（13時30分総合体育文化センター
　　　　　発）。

ボウリング教室

親子ふれあい体操教室

〈教育委員会主催〉

〈教育委員会主催〉

〈教育委員会主催〉

〈体育協会主催〉

〈教育委員会主催〉

4 8 2 8 6 8 6
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スポーツ教室参加者募集スポーツ教室参加者募集
●対　象　１６歳以上（高校生を除く）
●定　員　４５人
●参加費　１，２００円
●開催日　６／４～ ７／９（６回）
●曜日時間　火曜日　１３：００　～　１４：３０
●会　場　総合体育文化センター　柔道場
●講　師　二見　和子さん
●持ち物　一人分の敷物、タオル、運動のできる服装、水筒
●内　容　ヨガとは、究極の心の安らぎを創り出すという意味で、激し
　　　　　い運動についていけない人にも、このゆっくりした動きが　
　　　　　見直されてきています。やさしく体と対話してみましょう。

●対 象　１６歳以上（高校生を除く）
●定 員　４５人
●参加費　１，２００円
●開催日　６／６～ ７／１１（６回）
●曜日時間　木曜日　１３：００ ～ １４：３０
●会 場　総合体育文化センター　多目的ホール
●講 師　城岸　朱美さん
●持ち物　タオル、室内シューズ、水筒
●内 容　エアロビクスは、シンプルな動きで全身バランスよく動かし、
　　　　　効果的に脂肪を燃焼させる有酸素運動です。楽しい音楽に合
　　　　　わせて体を動かせばストレス解消やダイエットにも効果的です。

★申込期間　５月１日 (水 ) ～１５日 (水 ) 締切 ( 必着 )

◇
往
復
は
が
き
記
入
例

お
願
い

●６階生涯学習課スポーツグループにお越し下さい。
　※ 申込用紙を利用される人は、お申し込み時に返信用の 50円切手をご持参ください。
　※ 申込用紙は、総合体育文化センターにもあります。なお、申込手続きは市役所へお越しください。

1) 参加費が必要な教室は、開催日初日までに市役所へご持参いただくか、当日現地にてお支払いください。
2) 締切期日を過ぎても、定員に余裕のある教室については、市役所で継続して申込を受け付けます　 
　 のでお問い合わせください。
3) 同一教室への重複申込はできません。
4) 申込者が 5人に満たない場合は、開催しないことがあります。

●対　象　よちよち歩きから３歳までの幼児とその保護者
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●参加の可否については、５月 24日 ( 金 ) までにお知らせします ( 教室によって、返信の到
着に差が出る場合もあります )。

●申込が定員を上回った場合は、抽選となります。

申込
方法

申込方法にご注意ください。

2013 年（平成 25年度）　春　期
ヨガ教室

エアロビクス教室
「往復はがき」でお申込みください（１人 1枚につき１教室）。

市役所に来ていただき、所定の用紙で申し込むこともできます。

1.

2.
※【親子ふれあい体操教室】参加を希望する人は、③・④・⑤に「参加する保護者」と「お子さん」の
　 『名前 (ふりがな )』・『年齢』・『性別』を併せてご記入ください。

受付時間
午前 9時～午後 5時

岩
倉
市
栄
町

一
丁
目
66
番
地

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

何も記入しないで
下さい。往信

返信（裏）

あ
な
た
の
住
所

お
名
前

①教室名
②〒・住所
③受講者氏名
(ふりがな )
④年齢 (学年 )
⑤性別
⑥電話番号

返信

往信（裏）

●対 象　小学生以上
●定 員　４５人
●参加費　８００円（小・中学生は無料）
●開催日　６／１，６／８，６／２２，６／２９（４回）
●曜日時間　土曜日　１０：００ ～ １１：３０
●会 場　岩倉南小学校
●講 師　スポーツ推進委員
●持ち物　室内シューズ、タオル、水筒
●内 容　カローリングは冬季オリンピックでおなじみのカーリングか
　　　　　らヒントを得て考案された、床で行うニュースポーツです。
　　　　　子どもから高齢者まで手軽に楽しむことができます。

カローリング教室

●対 象　１６歳以上（高校生を除く）
●定 員　２５人
●参加費　5 ,０００円（レーン代・貸し靴代込み）
●開催日　６／４～  ６／２５（４回）
●曜日時間　火曜日　１４：００ ～ １５：３０
●会 場　稲沢グランドボウル
●講 師　ＪＢＣ認定プロボウラー
●持ち物　運動のできる服装、靴下、タオル
●内 容　ボウリングは、３ゲーム行った時約5,000歩歩いた場合と同じ
　　　　　カロリーを消費するスポーツです。また、消費エネルギーの割
　　　　　に体の負担が少ないスポーツでもあります。プロボウラーに教
　　　　　えてもらうことができ、90分間投げ放題です。初めての人も、もっ
　　　　　と上手くなりたい人も、体を動かしたい人も遠慮なくご参加く
　　　　　ださい。送迎バスもあります（13時30分総合体育文化センター
　　　　　発）。

ボウリング教室

親子ふれあい体操教室

〈教育委員会主催〉

〈教育委員会主催〉

〈教育委員会主催〉

〈体育協会主催〉

〈教育委員会主催〉

4 8 2 8 6 8 6
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暮らしのガイド
子
ど
も
の
夢
を
応
援
す
る
講
座

●
夢
を
あ
き
ら
め
な
い

　
〜
大
工
に
な
ろ
う
『
匠

　
の
英ひ

で

さ
ん
に
学
ぶ
』

▼
と
き　
５
月
25
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
零
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
工
芸
室

▼
対
象　
小
学
４
年
生
〜
中
学

生▼
募
集
人
数　
20
人

▼
内
容　

①
棟
梁
（
中
島
次つ

ぐ
ひ
で英
さ
ん
）
に

よ
る
実
演

②
参
加
者
全
員
で
本
立
て
を
製

作
（
金
づ
ち
を
持
参
）

▼
材
料
費　
１
千
円

▼
申
込
方
法　
５
月
１
日
㈬
午

前
10
時
か
ら
、
先
着
順
に
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
整
理
券
配
布
場
所　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

暮らしのガイド

催し
希
望
の
家
自
主
事
業

●
わ
く
わ
く
体
験
教
室

春
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ

　
暑
く
な
る
前
の
過
ご
し
や
す

い
季
節
に
希
望
の
家
の
広
場
で

テ
ン
ト
を
張
り
、
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
を
使
っ
た
料
理
で
夕
食
を

食
べ
、
晴
天
で
あ
れ
ば
夜
に
は

天
体
観
測
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
朝
食
も
み
ん
な
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き　
５
月
18
日
㈯
午
後
２

時
〜
19
日
㈰
午
前
10
時

※
雨
天
決
行（
荒
天
時
は
中
止
）

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
４
千
円
（
イ
ベ
ン

ト
保
険
、
食
材
費
等
含
む
）

▼
持
ち
物　
詳
細
は
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　
希
望
の
家

　
（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

み
ど
り
の
家

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
５
月
は
、
結
成
７
年
目
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
ジ
ャ
ズ
に
魅
せ

ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
「
サ
ニ
ー　

サ
イ
ド　
サ
ウ
ン
ズ
」
の
出
演

で
す
♪

　
ス
ウ
ィ
ン
グ
、
ボ
サ
ノ
バ
、
バ

ラ
ー
ド
な
ど
心
地
よ
い
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

♪　
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
曲
目　

聖
者
の
行
進
、
ス

タ
ー
ダ
ス
ト
、
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル

ツ　
ほ
か　

▼
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐

６
７
０
０
）

●
尾
北
コ
ー
ラ
ス
連
絡

　
協
議
会
第
32
回
合
唱
祭

　
毎
年
一
回
、
尾
張
北
部
地
域

で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
発
表
会
で
す
。
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
歌
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
５
月
19
日
㈰
開
演
…

午
後
１
時
（
開
場
…
午
後
零
時

30
分
、
終
演
予
定
午
後
４
時
50

分
）

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
出
演
者　
一
宮
市
、犬
山
市
、

北
名
古
屋
市
、
江
南
市
、
扶
桑

町
、
岩
倉
市
（
ア
フ
ェ
ッ
ト
、

岩
倉
プ
ッ
ペ
）
の
14
団
体

▼
入
場
料　
無
料

▼
主
催　
尾
北
コ
ー
ラ
ス
連
絡

協
議
会

▼
共
催　
岩
倉
市
音
楽
連
盟

▼
後
援　

岩
倉
市
教
育
委
員

会
・
岩
倉
市
文
化
協
会

▼
問
合
先　
岩
倉
プ
ッ
ペ
山
本

（
☎
３
８
‐
０
１
５
３
）

介護スタッフ募集中ご入居受付中

三ツ渕小学校より東へ約 120ｍ

株式
会社

ミニサイズ広告〔サカイ創建・社長室〕2校 依頼書番号：ｘｘｘｘ

scale 1/1

W85 x H48

お問い合わせ・ご相談

☎ 0568-42-6722
http://www.ii-care.co.jp

住宅型有料老人ホーム（デイサービス併設）

医療と介護にこだわった安心の住まい

法
人
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
岩
倉
事
務
所

（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
岩
倉

支
店
前
）

▼
問
合
先　
岩
倉
生
涯
学
習
市

民
の
会
服
部
（
☎
６
６
‐
３
５

８
０
）、ま
た
は
倉
知（
☎
０
９

０
‐
４
２
６
７
‐
２
３
６
８
）

募集●
中
学
校
臨
時
講
師

　
臨
時
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
名
・
勤
務
内
容
・
勤
務
時

間
等
・
資
格
・
採
用
日
・
新
規

募
集
人
数　

下
表
の
と
お
り

（
予
定
）

▼
賃
金
等　
市
の
規
定
に
よ
り

支
給

▼
応
募
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜

31
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
提
出
書
類　
①
学
校
教
育
課

に
備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙

〔
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
〕
②

教
員
免
許
状
の
写
し

▼
申
込
・
問
合
先　
学
校
教
育

課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
８
）

●市役所市民ギャラリー
【パソコン描画作品展】

▼と　き　５月２７日（月）午前１０時～６月２日（日）午後５時

▼問合先　ネット友遊　五十嵐（☎３７－４４６５）
●生涯学習センターギャラリー
【煌画会　第９回煌画会日本画展】

▼と　き　５月５日（日・祝）午前１０時～１１日（土）午後６時

▼問合先　水野（☎３７－４８７５）
【水彩画の会　作品発表会】

▼と　き　５月１３日（月）午前１０時～１９日（日）午後４時

▼問合先　安江（☎６６－２４２７）
【グラスアート四季の作品展】

▼と　き　５月２０日（月）午前１０時～２６日（日）午後５時

▼問合先　杉村（☎０５８６－７６－９０６３）
●市民スペースに関する問合先　
　生涯学習課生涯学習グループ（☎３８－５８１９）

市民スペース情報

職名 勤務内容 勤務時間等 資格 採用日 新規募集人数

中学校
重点教科
臨時講師

数学の少人数等の授業
や個別の学習支援

１日６時間
(8:30 ～ 16:30) 原則、
月曜日から金曜日の５日間

中学校（数学）教員
免許を有する人 9月2日(月) １人

広告 広告 広告 広告
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、
バ

ラ
ー
ド
な
ど
心
地
よ
い
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

♪　
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
曲
目　

聖
者
の
行
進
、
ス

タ
ー
ダ
ス
ト
、
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル

ツ　
ほ
か　

▼
と
き　
５
月
19
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐

６
７
０
０
）

●
尾
北
コ
ー
ラ
ス
連
絡

　
協
議
会
第
32
回
合
唱
祭

　
毎
年
一
回
、
尾
張
北
部
地
域

で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
発
表
会
で
す
。
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
歌
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
５
月
19
日
㈰
開
演
…

午
後
１
時
（
開
場
…
午
後
零
時

30
分
、
終
演
予
定
午
後
４
時
50

分
）

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
出
演
者　
一
宮
市
、犬
山
市
、

北
名
古
屋
市
、
江
南
市
、
扶
桑

町
、
岩
倉
市
（
ア
フ
ェ
ッ
ト
、

岩
倉
プ
ッ
ペ
）
の
14
団
体

▼
入
場
料　
無
料

▼
主
催　
尾
北
コ
ー
ラ
ス
連
絡

協
議
会

▼
共
催　
岩
倉
市
音
楽
連
盟

▼
後
援　

岩
倉
市
教
育
委
員

会
・
岩
倉
市
文
化
協
会

▼
問
合
先　
岩
倉
プ
ッ
ペ
山
本

（
☎
３
８
‐
０
１
５
３
）

介護スタッフ募集中ご入居受付中

三ツ渕小学校より東へ約 120ｍ

株式
会社

ミニサイズ広告〔サカイ創建・社長室〕2校 依頼書番号：ｘｘｘｘ

scale 1/1

W85 x H48

お問い合わせ・ご相談

☎ 0568-42-6722
http://www.ii-care.co.jp

住宅型有料老人ホーム（デイサービス併設）

医療と介護にこだわった安心の住まい

法
人
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
岩
倉
事
務
所

（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
岩
倉

支
店
前
）

▼
問
合
先　
岩
倉
生
涯
学
習
市

民
の
会
服
部
（
☎
６
６
‐
３
５

８
０
）、ま
た
は
倉
知（
☎
０
９

０
‐
４
２
６
７
‐
２
３
６
８
）

募集●
中
学
校
臨
時
講
師

　
臨
時
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
名
・
勤
務
内
容
・
勤
務
時

間
等
・
資
格
・
採
用
日
・
新
規

募
集
人
数　

下
表
の
と
お
り

（
予
定
）

▼
賃
金
等　
市
の
規
定
に
よ
り

支
給

▼
応
募
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜

31
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
提
出
書
類　
①
学
校
教
育
課

に
備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙

〔
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
〕
②

教
員
免
許
状
の
写
し

▼
申
込
・
問
合
先　
学
校
教
育

課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
８
）

●市役所市民ギャラリー
【パソコン描画作品展】

▼と　き　５月２７日（月）午前１０時～６月２日（日）午後５時

▼問合先　ネット友遊　五十嵐（☎３７－４４６５）
●生涯学習センターギャラリー
【煌画会　第９回煌画会日本画展】

▼と　き　５月５日（日・祝）午前１０時～１１日（土）午後６時

▼問合先　水野（☎３７－４８７５）
【水彩画の会　作品発表会】

▼と　き　５月１３日（月）午前１０時～１９日（日）午後４時

▼問合先　安江（☎６６－２４２７）
【グラスアート四季の作品展】

▼と　き　５月２０日（月）午前１０時～２６日（日）午後５時

▼問合先　杉村（☎０５８６－７６－９０６３）
●市民スペースに関する問合先　
　生涯学習課生涯学習グループ（☎３８－５８１９）

市民スペース情報

職名 勤務内容 勤務時間等 資格 採用日 新規募集人数

中学校
重点教科
臨時講師

数学の少人数等の授業
や個別の学習支援

１日６時間
(8:30 ～ 16:30) 原則、
月曜日から金曜日の５日間

中学校（数学）教員
免許を有する人 9月2日(月) １人

広告 広告 広告 広告
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暮らしのガイド
●
岩
倉
市
ダ
ブ
ル
ス
卓

球
大
会
参
加
者

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
ダ

ブ
ル
ス
卓
球
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　
６
月
30
日
㈰
午
前
９

時
〜

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦

▼
参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在

勤
で
中
学
生
以
上

▼
参
加
費　

中
学
生
２
０
０

円
、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

▼
申
込
期
限　
６
月
11
日
㈫

▼
申
込
・
問
合
先　

卓
球
協

会
事
務
局
稲
垣
（
☎
３
７
‐

８
１
９
３
）、
ま
た
は
岩
倉
市

体
育
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
☎

３
８
‐
５
８
１
９
）

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者

　
岩
倉
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
初
心
者
テ
ニ
ス
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　
５
月
26
日
㈰
〜
６
月

30
日
㈰
、
毎
週
日
曜
日
午
前

９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト▼
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た

は
、在
勤
の
16
歳
以
上
の
人（
学

生
を
除
く
）

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）
当
日
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
等
（
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸

し
出
し
有
り
）

▼
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

▼
申
込
方
法　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
☎
３
８
‐

５
８
１
９
）
に
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

テ
ニ
ス

協
会
渡
辺
（
☎
６
６
‐
４
４

５
７
）講座

教室
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
育
児
講
座

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
ヨ
ガ
で
ふ
れ
あ
い

あ
そ
び

▼
と
き　
５
月
13
日
㈪
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
活
動
室

▼
講
師　
野の

む
ら村　

希き

久く

こ子
さ
ん

（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
＆
サ
イ
ンkiku kiku 

）

▼
対
象　
平
成
24
年
11
月
〜
平

成
25
年
２
月
生
ま
れ
の
乳
児
親

子▼
定
員　
親
子
20
組

▼
費
用　
２
０
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付　
５
月
７
日
㈫
午

前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）。

※
再
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
市
民
プ
ラ
ザ
内

☎
３
８
‐
３
９
１
１
）

健康●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

つ
き
あ
う
た
め
に
」

　
「
ス
ト
レ
ス
」
が
蓄
積
さ
れ

る
と
眠
れ
な
く
な
り
、
こ
こ
ろ

の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ

う
た
め
に
は
、
自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
み
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
１
回
だ
け

で
も
全
日
程
で
の
参
加
も
で
き

ま
す
。　

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
内
容
・
講

師　
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

▼
対
象　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

心
が
あ
る
市
民　

▼
定
員　
各
回
30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜

（
電
話
可
）

▼
申
込
・
問
合
先　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
が
ん
検
診
・
胸
部
Ⅹ
線

撮
影
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
ま
す

▼
検
診
日
等　
下
表
の
と
お
り

▼
申
込
期
間　
５
月
９
日
㈭
〜

15
日
㈬
〔
肺
が
ん
（
喀
た
ん
細

胞
診
）・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
〕

※
そ
の
他
の
検
診
は
事
前
申
込

不
要
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

（
５
月
14
日
㈫
か
ら
は
胃
が
ん

検
診
の
み
電
話
申
込
も
可
）

※
い
ず
れ
も
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
５
月
16
日
㈭
以
降
も

受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
受
付
時
間　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

▼
対
象
・
検
診
費
用
等　
市
内

在
住
で
各
検
診
の
対
象
年
齢
の

人※
肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
細
胞

診
）
と
大
腸
が
ん
検
診
は
、
申

し
込
み
時
に
検
診
費
用
を
徴
収

し
ま
す
。

▼
検
診
費
用
の
免
除　
市
内
在

住
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
受
給
世
帯
等
を
含
む
）

の
人
は
、
検
診
費
用
を
免
除
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
（
詳
し
く
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
に

つ
い
て

　
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

往
復
は
が
き
で
も
申
込
を
受
け

付
け
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
、

次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
枚
の

は
が
き
で
２
人
以
上
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
記
入
事
項　
①
氏
名
②
生
年

月
日
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電

話
番
号
⑤
希
望
す
る
検
診
名

（
胃
が
ん
検
診
）
※
返
信
は
が

き
に
も
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏

名
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

★
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
〒
４
８
２

－

０
０
２
４
旭
町

一
丁
目
20
番
地
）

★
は
が
き
申
込
受
付
期
間　
５

月
14
日
㈫
〜
22
日
㈬
（
当
日
消

印
有
効
）

※
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
（
喀
た

ん
細
胞
診
）検
診
に
つ
い
て
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
を
受
け
付
け
た
検
診
、

予
約
日
、
予
約
時
間
等
は
後
日

返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
キ
ャ
ン
セ
ル
等
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
数
が
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
先
着
順
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

検診名 検診方法 検診日 検診時間等 予定人数 対象者 検診費用

肝炎ウイルス
検査

血液検査
（B型肝炎検査・C
型肝炎検査）

5/20（月）～5/28（火）、
7/22（月）～7/29（月）
の月～金曜日

午前9時～
11時30分　
　

午後1時～
3時　

場所：
保健センター

200人
・今年度40歳になる人
・41歳以上で過去
に肝炎ウイルス検
査を未受診の人

無料

前立腺がん検診
血液検査
（前立腺特異抗
原「PSA」測定）

700人 50歳以上の男性 300円

肺がん検診・
結核検診
（胸部X線撮影）

胸部X線撮影 2,000人

40歳以上の人

200円

肺がん検診
（喀たん細胞診）

喀たん細胞診　（喀
たん細胞診を受診す
る場合もレントゲン
検査を受診すること
をお勧めします。）

400人 550円

大腸がん検診 便潜血反応検査
（2日法） 1,550人

30歳以上の人

550円

胃がん検診☆ 胃部X線間接撮影

6/3（月）～6/7（金）、
6/11（火）～6/13（木）、
7/2（火）、7/4（木）、7/9
（火）～7/16（火）の月～
金曜日

午前8時45分
～11時　
申込み時に検
診時間を設定
します
場所：保健センター

1,200人 1,200円

※検診によって申込日が異なっていますので、ご注意ください。※対象年齢は平成 26 年 3 月 31 日現在での
年齢です。※肝炎ウイルス検査受診希望の 41 歳以上の人は過去の受診状況を確認し、未受診の場合のみ受
診できます。※駐車場が少ないため、車でのお越しはご遠慮ください。※検診名に「☆」がついている検診
は、往復はがき、電話での申し込みができます 。

　 とき テーマ 内容 講師

第１回
６月３日（月）
１４：００～
１５：３０

講演会
「プラス思考でストレス撃退！」

ものの見方・考え方を前向きに変
えることで、ストレス解消・うつ
病予防につなげるための講演会

藤田保健衛生大学
精神科医師

江
えさき
崎　幸

こうせい
生さん

第２回
６月１２日（水）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法①
「心地よい香りでリラックス」

香りの効果について学び、生活に
取り入れる方法を紹介

JAA認定アロマ
コーディネーター
稲
いなば
葉  淑

よしこ

子さん

第３回
６月２６日（水）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法②
「ストレッチと自律訓練で身
体をリラックス」

ストレッチや身体をリラックスさ
せる自律訓練の紹介

健康運動指導士
（自律訓練法指導員）
要
かなめ

　節
せつこ

子さん

第４回
７月４日（木）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法③
「自分にあった心地よい音
楽をみつけよう」

こころを落ち着かせるための音楽
体験を紹介

日本音楽療法学会認定
　音楽療法士　
光
みつ

嶋
しま

　康
やすこ

子さん

第５回
７月１８日（木）           
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法④
「笑い体操でこころも身体
も健康に」

笑いとヨガの呼吸法を組み合わせ
たエクササイズの紹介

笑い体操管理士
河
かわむら
村　聡

さえ
枝さん

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
よく噛めば 知らぬ間に ダイエット

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
健康は 笑顔につながる あいことば
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暮らしのガイド
●
岩
倉
市
ダ
ブ
ル
ス
卓

球
大
会
参
加
者

　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
ダ

ブ
ル
ス
卓
球
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　
６
月
30
日
㈰
午
前
９

時
〜

▼
と
こ
ろ　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦

▼
参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在

勤
で
中
学
生
以
上

▼
参
加
費　

中
学
生
２
０
０

円
、
高
校
生
以
上
３
０
０
円

▼
申
込
期
限　
６
月
11
日
㈫

▼
申
込
・
問
合
先　

卓
球
協

会
事
務
局
稲
垣
（
☎
３
７
‐

８
１
９
３
）、
ま
た
は
岩
倉
市

体
育
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
☎

３
８
‐
５
８
１
９
）

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者

　
岩
倉
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
初
心
者
テ
ニ
ス
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　
５
月
26
日
㈰
〜
６
月

30
日
㈰
、
毎
週
日
曜
日
午
前

９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト▼
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た

は
、在
勤
の
16
歳
以
上
の
人（
学

生
を
除
く
）

▼
参
加
費　

１
千
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）
当
日
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
等
（
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸

し
出
し
有
り
）

▼
申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

▼
申
込
方
法　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
☎
３
８
‐

５
８
１
９
）
に
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

テ
ニ
ス

協
会
渡
辺
（
☎
６
６
‐
４
４

５
７
）講座

教室
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
育
児
講
座

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
ヨ
ガ
で
ふ
れ
あ
い

あ
そ
び

▼
と
き　
５
月
13
日
㈪
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
活
動
室

▼
講
師　
野の

む
ら村　

希き

久く

こ子
さ
ん

（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
＆
サ
イ
ンkiku kiku 

）

▼
対
象　
平
成
24
年
11
月
〜
平

成
25
年
２
月
生
ま
れ
の
乳
児
親

子▼
定
員　
親
子
20
組

▼
費
用　
２
０
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付　
５
月
７
日
㈫
午

前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
可
）。

※
再
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
市
民
プ
ラ
ザ
内

☎
３
８
‐
３
９
１
１
）

健康●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

つ
き
あ
う
た
め
に
」

　
「
ス
ト
レ
ス
」
が
蓄
積
さ
れ

る
と
眠
れ
な
く
な
り
、
こ
こ
ろ

の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ

う
た
め
に
は
、
自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
み
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
１
回
だ
け

で
も
全
日
程
で
の
参
加
も
で
き

ま
す
。　

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
内
容
・
講

師　
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室

▼
対
象　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

心
が
あ
る
市
民　

▼
定
員　
各
回
30
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間　
５
月
７
日
㈫
〜

（
電
話
可
）

▼
申
込
・
問
合
先　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
が
ん
検
診
・
胸
部
Ⅹ
線

撮
影
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
ま
す

▼
検
診
日
等　
下
表
の
と
お
り

▼
申
込
期
間　
５
月
９
日
㈭
〜

15
日
㈬
〔
肺
が
ん
（
喀
た
ん
細

胞
診
）・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
〕

※
そ
の
他
の
検
診
は
事
前
申
込

不
要
で
す
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

（
５
月
14
日
㈫
か
ら
は
胃
が
ん

検
診
の
み
電
話
申
込
も
可
）

※
い
ず
れ
も
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
５
月
16
日
㈭
以
降
も

受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
受
付
時
間　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

▼
対
象
・
検
診
費
用
等　
市
内

在
住
で
各
検
診
の
対
象
年
齢
の

人※
肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
細
胞

診
）
と
大
腸
が
ん
検
診
は
、
申

し
込
み
時
に
検
診
費
用
を
徴
収

し
ま
す
。

▼
検
診
費
用
の
免
除　
市
内
在

住
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
受
給
世
帯
等
を
含
む
）

の
人
は
、
検
診
費
用
を
免
除
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
（
詳
し
く
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
に

つ
い
て

　
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

往
復
は
が
き
で
も
申
込
を
受
け

付
け
ま
す
。
往
復
は
が
き
に
、

次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
枚
の

は
が
き
で
２
人
以
上
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
記
入
事
項　
①
氏
名
②
生
年

月
日
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電

話
番
号
⑤
希
望
す
る
検
診
名

（
胃
が
ん
検
診
）
※
返
信
は
が

き
に
も
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏

名
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

★
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
〒
４
８
２

－

０
０
２
４
旭
町

一
丁
目
20
番
地
）

★
は
が
き
申
込
受
付
期
間　
５

月
14
日
㈫
〜
22
日
㈬
（
当
日
消

印
有
効
）

※
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
（
喀
た

ん
細
胞
診
）検
診
に
つ
い
て
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
を
受
け
付
け
た
検
診
、

予
約
日
、
予
約
時
間
等
は
後
日

返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
キ
ャ
ン
セ
ル
等
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
数
が
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
先
着
順
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

検診名 検診方法 検診日 検診時間等 予定人数 対象者 検診費用

肝炎ウイルス
検査

血液検査
（B型肝炎検査・C
型肝炎検査）

5/20（月）～5/28（火）、
7/22（月）～7/29（月）
の月～金曜日

午前9時～
11時30分　
　

午後1時～
3時　

場所：
保健センター

200人
・今年度40歳になる人
・41歳以上で過去
に肝炎ウイルス検
査を未受診の人

無料

前立腺がん検診
血液検査
（前立腺特異抗
原「PSA」測定）

700人 50歳以上の男性 300円

肺がん検診・
結核検診
（胸部X線撮影）

胸部X線撮影 2,000人

40歳以上の人

200円

肺がん検診
（喀たん細胞診）

喀たん細胞診　（喀
たん細胞診を受診す
る場合もレントゲン
検査を受診すること
をお勧めします。）

400人 550円

大腸がん検診 便潜血反応検査
（2日法） 1,550人

30歳以上の人

550円

胃がん検診☆ 胃部X線間接撮影

6/3（月）～6/7（金）、
6/11（火）～6/13（木）、
7/2（火）、7/4（木）、7/9
（火）～7/16（火）の月～
金曜日

午前8時45分
～11時　
申込み時に検
診時間を設定
します
場所：保健センター

1,200人 1,200円

※検診によって申込日が異なっていますので、ご注意ください。※対象年齢は平成 26 年 3 月 31 日現在での
年齢です。※肝炎ウイルス検査受診希望の 41 歳以上の人は過去の受診状況を確認し、未受診の場合のみ受
診できます。※駐車場が少ないため、車でのお越しはご遠慮ください。※検診名に「☆」がついている検診
は、往復はがき、電話での申し込みができます 。

　 とき テーマ 内容 講師

第１回
６月３日（月）
１４：００～
１５：３０

講演会
「プラス思考でストレス撃退！」

ものの見方・考え方を前向きに変
えることで、ストレス解消・うつ
病予防につなげるための講演会

藤田保健衛生大学
精神科医師

江
えさき
崎　幸

こうせい
生さん

第２回
６月１２日（水）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法①
「心地よい香りでリラックス」

香りの効果について学び、生活に
取り入れる方法を紹介

JAA認定アロマ
コーディネーター
稲
いなば
葉  淑

よしこ

子さん

第３回
６月２６日（水）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法②
「ストレッチと自律訓練で身
体をリラックス」

ストレッチや身体をリラックスさ
せる自律訓練の紹介

健康運動指導士
（自律訓練法指導員）
要
かなめ

　節
せつこ

子さん

第４回
７月４日（木）
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法③
「自分にあった心地よい音
楽をみつけよう」

こころを落ち着かせるための音楽
体験を紹介

日本音楽療法学会認定
　音楽療法士　
光
みつ

嶋
しま

　康
やすこ

子さん

第５回
７月１８日（木）           
１４：００～
１５：３０

ストレス対処法④
「笑い体操でこころも身体
も健康に」

笑いとヨガの呼吸法を組み合わせ
たエクササイズの紹介

笑い体操管理士
河
かわむら
村　聡

さえ
枝さん

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
よく噛めば 知らぬ間に ダイエット

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
健康は 笑顔につながる あいことば
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暮らしのガイド
●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
麻
し
ん
は
、「
は
し
か
」
と

も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
発
疹
を
特

徴
と
す
る
全
身
の
病
気
で
す
。

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
か
か

る
と
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
発
症

し
、重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

死
に
至
る
こ
と
が
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。
ま
た
、
風
し
ん
は
、

14
〜
21
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、

発
熱
と
と
も
に
全
身
に
淡
い
発

疹
が
出
現
し
ま
す
。
通
常
３
日

程
度
で
消
失
し
、
発
熱
は
麻
し

ん
の
よ
う
に
高
熱
が
続
く
こ
と

は
少
な
く
微
熱
程
度
で
終
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
は

首
等
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
こ

と
も
特
徴
で
す
。
妊
娠
初
期
に

風
し
ん
に
か
か
る
と
、
胎
児
に

も
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
、難
聴
、

心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
の
病
気

を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
に
２
回
接
種
と
な
っ
て
い
ま

す
。
対
象
の
人
は
麻
し
ん
、
風

し
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
で

き
る
だ
け
早
く
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
接
種
対
象
者

★
第
１
期
…
満
１
歳
か
ら
２
歳

に
至
る
ま
で

★
第
２
期
…
小
学
校
就
学
前
で

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
19

年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

任
意
接
種
と
な
り
自
己
負
担
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
対
象
の
人
で
通
知

の
届
い
て
い
な
い
人
、
通
知
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

相談・
その他

●
憲
法
週
間
を
迎
え
て

〜
５
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
は
「
憲
法
週

間
」
で
す
〜

　

憲
法
記
念
日
を
中
心
と
し

た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

を
、
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲

法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け

る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護

士
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
全

国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年

こ
の
時
期
に
、
法
廷
等
見
学
ツ

ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
憲

法
週
間
行
事
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

週
間
行
事
に
ご
興
味
の
あ
る

人
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
週
間
行
事

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

裁
判
所
や
裁
判
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」

が
始
ま
っ
て
か
ら
４
年
が
経
過

し
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
裁
判
が
よ

り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
裁
判

の
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、

幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

★
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、

見
学
・
傍
聴
案
内
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.courts.go.jp/

）
で
、

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報

に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

saibanin.courts.go.jp/

）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
裁
判
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
広
報
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

▼
問
合
先　
名
古
屋
家
庭
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
５
２
‐
２
２
３
‐
０
９
９
４
）

●『
就
職
』に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま

す（
無
料
）

　
岩
倉
市
で
は
、
就
職
活
動
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お

持
ち
の
若
者
や
大
学
・
高
校
等

を
卒
業
後
も
未
就
職
の
状
態
に

あ
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
若
年
者
就
職
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
５
月
27
日
㈪
①
午
後

１
時
〜
②
午
後
２
時
〜
③
午
後

３
時
〜

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
定
員　
３
人
（
１
人
あ
た
り

50
分
）

▼
相
談
料　
無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
加
藤
久
恵

（
県
委
嘱
）
国
家
資
格
２
級
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能

士
C
D
A
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
対
象
者　
45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
）
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
方
法　
５
月
17
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
２
）

●
５
月
12
日
は
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
で
す

　
毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め

ら
れ
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
が
提
唱
し
て
い
る

「
広
げ
よ
う　
地
域
に
根
ざ
し

た　
思
い
や
り
」
行
動
宣
言
の

も
と
、
全
国
23
万
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
岩
倉
市
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
69
人
と
、
児
童
に
関

す
る
相
談
・
支
援
を
す
る
主
任

児
童
委
員
３
人
が
、
市
内
の
各

地
域
で
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。
福
祉
の
専
門
職
や
実

践
者
な
ど
と
と
も
に
協
働
し
、

皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
生
活

保
護
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

●
日
本
赤
十
字
社
の
社

資
募
集
に
ご
協
力
を

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

社
資
（
事
業
資
金
）
な
ど
に
よ

り
賄ま

か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
３
３
１
万
２
千
２
７
５
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
５
月
の
「
赤
十

字
運
動
月
間
」
を
中
心
に
社
資

募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
〜
お

子
さ
ん
の
養
育
・
教

育
で
悩
ま
れ
て
い
る

保
護
者
・
教
職
員
の

皆
さ
ん
へ
〜

　
お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
・
教
職
員
の
人
や
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・

教
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・

教
職
員
の
人
に
は
、
愛
知
県
立

一
宮
東
養
護
学
校
の
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
（
教
育
相
談
）
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
で
は
、
保
護
者
・
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
受
付
時
間　
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▼
相
談
時
間　
火・金
曜
日（
祝

日
除
く
）
午
後
１
時
〜
４
時

▼
問
合
先　

愛
知
県
立
一
宮

東
養
護
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
係
（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山

１
１
５
１
番
地
１
☎
０
５
８
６

‐
５
１
‐
５
３
１
１
）

お　詫　び
　国民健康保険税を年金天引きで納めていただいております
方に、平成 25年 3月 29 日に発送しました仮徴収のお知ら
せにつきまして、通知日を『平成 24年 3月 29 日』と誤っ
た日付で通知してしまいました。対象者にはご連絡をしまし
たが、改めてお詫び申し上げます。今後はチェック体制を整え、
このようなことが起こらないよう努めてまいります。

▶問合先　市民窓口課保険医療グループ（☎ 38-5807）

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

☎
３
７
‐
６
８
０
４

（
５
月
の
休
館
日
は
13
日
㈪
、

20
日
㈪
、
27
日
㈪
、
31
日
㈮

で
す
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
落
英　

 

黒く
ろ
か
わ川　
博ひ

ろ
行ゆ

き　
著

★
図
解
で
早
わ
か
り　
福
祉
の

法
律
と
手
続
き

 

若わ
か
ば
や
し

林　
美み

か佳　
監
修

児
童
新
着
図
書

★
こ
ん
ぶ
の
ぶ
ー
さ
ん

 

岡お
か
だ田　

よ
し
た
か　
作

★
湖
の
騎
士
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト

ク
リ
ス
ト
フ
・
デ
ュ
リ
ュ
ア
ル 

絵

ジ
ャ
ン
＝
コ
ー
ム
・
ノ
ゲ
ス　
文

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の

予
約
が
で
き
ま
す
）。

予約の多かった本
（２月～３月）

①望郷　　　（湊　　かなえ）
②何者　　　（朝井　リョウ）
③桜ほうさら　（宮部　みゆき）

麻しん風しん混合予防接種のできる医療機関（14カ所）
医　療　機　関　名 住　　　　　所 電話番号

有馬医院 井上町 430-1 37-0123
いとうクリニック 東新町南江向 24-5 38-1112
いのうえ耳鼻咽喉科 八剱町六反田 17-1 38-4133
岩倉東クリニック 中本町葭原 4 66-1210
いわくら耳鼻咽喉科 西市町西市前 31-4 66-4533
岩倉病院 川井町北海戸 1 37-8155
おしたにクリニック 稲荷町高畑 8 38-3501
かみのクリニック 神野町平久田 70 38-3800
寺澤内科小児科 栄町一丁目 5 37-2018
なかよしこどもクリニック 稲荷町高畑 75 66-1221
丹羽外科内科 新柳町一丁目 41 66-3366
ませきクリニック 下本町下市場 139 37-0175
名草クリニック 鈴井町下新田 145 37-1700
ようてい中央クリニック 曽野町郷前 17 66-5133

▼
接
種
方
法　
対
象
者
に
４
月

初
旬
に
個
別
通
知
し
ま
し
た
。

届
い
た
通
知
を
持
っ
て
、
左
表

の
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

決
め
ら
れ
た
期
間
内
の
体
調
の

良
い
時
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
接
種
期
間　

第
１
期
の
人

は
、
１
歳
か
ら
２
歳
に
至
る
ま

で
の
間
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
第
２
期
に
該
当
す
る
年
齢

の
人
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
運動で 心も体も リフレッシュ
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暮らしのガイド
●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
麻
し
ん
は
、「
は
し
か
」
と

も
呼
ば
れ
、
高
熱
と
発
疹
を
特

徴
と
す
る
全
身
の
病
気
で
す
。

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
か
か

る
と
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
発
症

し
、重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

死
に
至
る
こ
と
が
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。
ま
た
、
風
し
ん
は
、

14
〜
21
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、

発
熱
と
と
も
に
全
身
に
淡
い
発

疹
が
出
現
し
ま
す
。
通
常
３
日

程
度
で
消
失
し
、
発
熱
は
麻
し

ん
の
よ
う
に
高
熱
が
続
く
こ
と

は
少
な
く
微
熱
程
度
で
終
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
は

首
等
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
こ

と
も
特
徴
で
す
。
妊
娠
初
期
に

風
し
ん
に
か
か
る
と
、
胎
児
に

も
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
、難
聴
、

心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
の
病
気

を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
に
２
回
接
種
と
な
っ
て
い
ま

す
。
対
象
の
人
は
麻
し
ん
、
風

し
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
で

き
る
だ
け
早
く
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
接
種
対
象
者

★
第
１
期
…
満
１
歳
か
ら
２
歳

に
至
る
ま
で

★
第
２
期
…
小
学
校
就
学
前
で

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
19

年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

任
意
接
種
と
な
り
自
己
負
担
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
対
象
の
人
で
通
知

の
届
い
て
い
な
い
人
、
通
知
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ

ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎

３
７
‐
３
５
１
１
）

相談・
その他

●
憲
法
週
間
を
迎
え
て

〜
５
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
は
「
憲
法
週

間
」
で
す
〜

　

憲
法
記
念
日
を
中
心
と
し

た
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

を
、
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲

法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け

る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護

士
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
全

国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年

こ
の
時
期
に
、
法
廷
等
見
学
ツ

ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
憲

法
週
間
行
事
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

週
間
行
事
に
ご
興
味
の
あ
る

人
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り

の
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
週
間
行
事

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

裁
判
所
や
裁
判
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」

が
始
ま
っ
て
か
ら
４
年
が
経
過

し
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
裁
判
が
よ

り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
裁
判

の
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、

幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

★
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、

見
学
・
傍
聴
案
内
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.courts.go.jp/

）
で
、

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報

に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

saibanin.courts.go.jp/

）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
裁
判
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
広
報
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

▼
問
合
先　
名
古
屋
家
庭
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
５
２
‐
２
２
３
‐
０
９
９
４
）

●『
就
職
』に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま

す（
無
料
）

　
岩
倉
市
で
は
、
就
職
活
動
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お

持
ち
の
若
者
や
大
学
・
高
校
等

を
卒
業
後
も
未
就
職
の
状
態
に

あ
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
若
年
者
就
職
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
５
月
27
日
㈪
①
午
後

１
時
〜
②
午
後
２
時
〜
③
午
後

３
時
〜

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
定
員　
３
人
（
１
人
あ
た
り

50
分
）

▼
相
談
料　
無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
加
藤
久
恵

（
県
委
嘱
）
国
家
資
格
２
級
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
能

士
C
D
A
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

▼
対
象
者　
45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
）
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
方
法　
５
月
17
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
１
２
）

●
５
月
12
日
は
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
で
す

　
毎
年
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め

ら
れ
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
が
提
唱
し
て
い
る

「
広
げ
よ
う　
地
域
に
根
ざ
し

た　
思
い
や
り
」
行
動
宣
言
の

も
と
、
全
国
23
万
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
岩
倉
市
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
69
人
と
、
児
童
に
関

す
る
相
談
・
支
援
を
す
る
主
任

児
童
委
員
３
人
が
、
市
内
の
各

地
域
で
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。
福
祉
の
専
門
職
や
実

践
者
な
ど
と
と
も
に
協
働
し
、

皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
生
活

保
護
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

●
日
本
赤
十
字
社
の
社

資
募
集
に
ご
協
力
を

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

社
資
（
事
業
資
金
）
な
ど
に
よ

り
賄ま

か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
３
３
１
万
２
千
２
７
５
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
５
月
の
「
赤
十

字
運
動
月
間
」
を
中
心
に
社
資

募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　
介
護
福
祉
課
障
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）

●
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
〜
お

子
さ
ん
の
養
育
・
教

育
で
悩
ま
れ
て
い
る

保
護
者
・
教
職
員
の

皆
さ
ん
へ
〜

　
お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な

る
保
護
者
・
教
職
員
の
人
や
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・

教
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・

教
職
員
の
人
に
は
、
愛
知
県
立

一
宮
東
養
護
学
校
の
た
ん
ぽ
ぽ

相
談
（
教
育
相
談
）
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
で
は
、
保
護
者
・
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
受
付
時
間　
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▼
相
談
時
間　
火・金
曜
日（
祝

日
除
く
）
午
後
１
時
〜
４
時

▼
問
合
先　

愛
知
県
立
一
宮

東
養
護
学
校
た
ん
ぽ
ぽ
相

談
係
（
一
宮
市
丹
羽
字
中
山

１
１
５
１
番
地
１
☎
０
５
８
６

‐
５
１
‐
５
３
１
１
）

お　詫　び
　国民健康保険税を年金天引きで納めていただいております
方に、平成 25年 3月 29 日に発送しました仮徴収のお知ら
せにつきまして、通知日を『平成 24年 3月 29 日』と誤っ
た日付で通知してしまいました。対象者にはご連絡をしまし
たが、改めてお詫び申し上げます。今後はチェック体制を整え、
このようなことが起こらないよう努めてまいります。

▶問合先　市民窓口課保険医療グループ（☎ 38-5807）

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

☎
３
７
‐
６
８
０
４

（
５
月
の
休
館
日
は
13
日
㈪
、

20
日
㈪
、
27
日
㈪
、
31
日
㈮

で
す
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
落
英　

 

黒く
ろ
か
わ川　
博ひ

ろ
行ゆ

き　
著

★
図
解
で
早
わ
か
り　
福
祉
の

法
律
と
手
続
き

 

若わ
か
ば
や
し
林　
美み

か佳　
監
修

児
童
新
着
図
書

★
こ
ん
ぶ
の
ぶ
ー
さ
ん

 

岡お
か
だ田　

よ
し
た
か　
作

★
湖
の
騎
士
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト

ク
リ
ス
ト
フ
・
デ
ュ
リ
ュ
ア
ル 

絵

ジ
ャ
ン
＝
コ
ー
ム
・
ノ
ゲ
ス　
文

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の

予
約
が
で
き
ま
す
）。

予約の多かった本
（２月～３月）

①望郷　　　（湊　　かなえ）
②何者　　　（朝井　リョウ）
③桜ほうさら　（宮部　みゆき）

麻しん風しん混合予防接種のできる医療機関（14カ所）
医　療　機　関　名 住　　　　　所 電話番号

有馬医院 井上町 430-1 37-0123
いとうクリニック 東新町南江向 24-5 38-1112
いのうえ耳鼻咽喉科 八剱町六反田 17-1 38-4133
岩倉東クリニック 中本町葭原 4 66-1210
いわくら耳鼻咽喉科 西市町西市前 31-4 66-4533
岩倉病院 川井町北海戸 1 37-8155
おしたにクリニック 稲荷町高畑 8 38-3501
かみのクリニック 神野町平久田 70 38-3800
寺澤内科小児科 栄町一丁目 5 37-2018
なかよしこどもクリニック 稲荷町高畑 75 66-1221
丹羽外科内科 新柳町一丁目 41 66-3366
ませきクリニック 下本町下市場 139 37-0175
名草クリニック 鈴井町下新田 145 37-1700
ようてい中央クリニック 曽野町郷前 17 66-5133

▼
接
種
方
法　
対
象
者
に
４
月

初
旬
に
個
別
通
知
し
ま
し
た
。

届
い
た
通
知
を
持
っ
て
、
左
表

の
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、

決
め
ら
れ
た
期
間
内
の
体
調
の

良
い
時
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
接
種
期
間　

第
１
期
の
人

は
、
１
歳
か
ら
２
歳
に
至
る
ま

で
の
間
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
第
２
期
に
該
当
す
る
年
齢

の
人
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と

～岩倉市健康づくり標語を紹介します～
運動で 心も体も リフレッシュ



ポルトガル語情報コーナー
ご　 じょう　ほう

こ　　しだい かい い わ く ら け い か い さ いい ち ふ る ぎ ひ

い え

こ   まき  いわ　くら  えい せい  くみ  あい  かんきょう  

お

Ocorreu um acidente de explosão 
no Centro de Saneamento 
Ambiental da Associação de 
Komaki e Iwakura (Eisei Kumiai 
Kankyo Center)
小牧岩倉衛生組合環境センターで爆発事故
が起きました
No dia 01 de abril(seg) por volta das 11:55 ocorreu um 

acidente de explosão na máquina trituradora, causando o 

ferimento de 2 trabalhadores no Centro de Saneamento 

Ambiental da Associação de Komaki e Iwakura. De acordo 

com o resultado da perícia do corpo de bombeiros, foi 

esclarecido que a causa foi devido a explosão de cilindros 

de gás para fogão portátil e/ou latas de spray.

Este acidente ocorreu devido à existência do conteúdo na 

lata, que normalmente não deveria estar contido. Pedimos a 

colaboração à todos os cidadãos para colocar o lixo ou o 

material reciclável de maneira correta, sempre consultando 

o manual de ¨MANEIRA DE SEPARAR E JOGAR O 

LIXO COMUM E MATERIAL RECICLÁVEL ¨. Após o 

uso total do conteúdo dos cilindros de gás do fogão portátil 

e das latas de spray que foram a causa deste acidente; 

sempre devem perfura-las para depois colocar no local de 

recolhimento .

Realização da ２°Feira Kei Tora
Ichi (Mercado em caminhões leves)
第２回「岩倉軽トラ市」を開催します！
A Feira Kei Tora Ichi oferece uma diversidade de vegetais 

frescos e outros produtos, além de eventos para seu 

entretenimento, contamos com a sua presença!

●Data: 19 de maio (domingo). Horário: 9h ao meio-dia

※No caso de chuva fina, será realizada normalmente.

●Local: Praça Shinmei Fureai Hiroba

●Produtos principais: produtos agrícolas, pães, presuntos, 

salsichas,miudezas, etc.

※Os produtos expostos estão sujeitos à alterações.

Mini Concerto da Casa Verde
(Midori no Ie)
みどりの家ミニミニコンサート
A atuação artística do mês de maio é do grupo que cada vez 

mais fascina pelo jazz「Sunny Side Sound」 que esta no 7°

ano desde a sua formação. 

Venha curtir músicas suaves como românticas(balad), 

swing, bossa nova,etc. A entrada é franca. 

●Tipo de Música: Seija no Koshin(When the saints go 

marchin’ in) , Star Dust, Tenesse Waltz

●Data:  19 de maio(dom) a partir das 14:00hrs ~

●Local: Fureai Koryu Hall da Casa Verde(Midori no Ie) 

※Recomendamos não vir de carro, pois o local não tem 

estacionamento.

Dia da coleta do lixo reciclável
分別収集の日
07/05 (ter) ・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・

Ishibotoke Cho

10/05(sex) ・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・

Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・

Daiichiba Cho

14/05(ter) ・Daichi Cho・Chuo Cho・Minamishin Machi・

Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori Cho

Dia da coleta de papel velho e 
roupa usada
古紙と古着の日
07/05 (ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・

Suzui Cho

10/05(sex) ・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・

Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho・Shinyanagi 

Cho1ku

14/05(ter)・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae Cho・Sakae 

Machi1chome

Informações（　　３８－５８０７）
Disponível intérprete em português

ぶん べつしゅうしゅう　 　　ひ

ばくはつ  じ    こ

20平成25年5月1日21 平成25年5月1日

暮らしのガイド

●
多
重
債
務
者
相
談

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時 

（
５
月
16
日
・

６
月
20
日
・
７
月
18
日
）

▼
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
相
談
員　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」の
司
法
書

士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐

３
２
８
９
‐
７
７
０
４
）

市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

■一般・消費生活相談
▶とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前 9時～午後 4時
■消費生活専門相談
毎月第 1～第 4火曜日午後 1時～ 4時
■登記相談
5 月 8日（水）午後 1時～ 4時
■不動産相談
5 月 9日（木）午後 1時～ 4時
■人権相談
5 月 10日（金）午後 1時～ 4時
■行政相談
5 月 10日（金）午後 1時～ 4時

●心の相談電話　☎ 3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▶とき　毎週月曜日午前 10時～午後４時（祝日、振替休日を除く）

お気軽にご相談ください

■法律相談（予約制…定員各 6人）
5 月 14日（火）・22日（水）午後 1時～ 4時
※毎月 1日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前 9
時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。
■母子寡婦就業相談
5 月 16日（木）午前 10時～午後 3時 30分
■戦没者遺族相談
5 月 17日（金）午後 1時～ 4時　　
■若年者就職相談
5 月 27日（月）午後 1時～ 4時

市民相談室（☎ 38-5822）
市 民 相 談

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。
　なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていた
だきます。
登録物品（4月 12日現在）
▶譲ります（有償）　男はつらいよVHSテープ、テーブ
ル脚カバー、写真フレーム&身長計、ころころタワー、
クックトリオパスタパン、コードレススチームアイロン、
アイスクリームメーカー、肩掛式噴霧器
▶あげます (無償 )　 アナログテレビ、パソコンラック、
チャイルドシート、ルームランナー、学習机、折りたた
みベッド、子ども用すべり台、岩倉幼稚園制服等、観葉
植物用室内ケース、名鉄スイミング女子用水着、水槽
▶求めます　ベビーゲート、発表会用ドレス、ベビーサー
クル、自転車、歩行器、おんぶひも、ノートパソコン・
プリンター、岩倉中学校女子制服、チャイルドシート
岩倉市ホームページ (アドレス裏表紙参照 )でも確認で
きます。
▶問合先　商工農政課商工観光グループ（☎ 38-5812）

未
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Ocorreu um acidente de explosão 
no Centro de Saneamento 
Ambiental da Associação de 
Komaki e Iwakura (Eisei Kumiai 
Kankyo Center)
小牧岩倉衛生組合環境センターで爆発事故
が起きました
No dia 01 de abril(seg) por volta das 11:55 ocorreu um 

acidente de explosão na máquina trituradora, causando o 

ferimento de 2 trabalhadores no Centro de Saneamento 

Ambiental da Associação de Komaki e Iwakura. De acordo 

com o resultado da perícia do corpo de bombeiros, foi 

esclarecido que a causa foi devido a explosão de cilindros 

de gás para fogão portátil e/ou latas de spray.

Este acidente ocorreu devido à existência do conteúdo na 

lata, que normalmente não deveria estar contido. Pedimos a 

colaboração à todos os cidadãos para colocar o lixo ou o 

material reciclável de maneira correta, sempre consultando 

o manual de ¨MANEIRA DE SEPARAR E JOGAR O 

LIXO COMUM E MATERIAL RECICLÁVEL ¨. Após o 

uso total do conteúdo dos cilindros de gás do fogão portátil 

e das latas de spray que foram a causa deste acidente; 

sempre devem perfura-las para depois colocar no local de 

recolhimento .

Realização da ２°Feira Kei Tora
Ichi (Mercado em caminhões leves)
第２回「岩倉軽トラ市」を開催します！
A Feira Kei Tora Ichi oferece uma diversidade de vegetais 

frescos e outros produtos, além de eventos para seu 

entretenimento, contamos com a sua presença!

●Data: 19 de maio (domingo). Horário: 9h ao meio-dia

※No caso de chuva fina, será realizada normalmente.

●Local: Praça Shinmei Fureai Hiroba

●Produtos principais: produtos agrícolas, pães, presuntos, 

salsichas,miudezas, etc.

※Os produtos expostos estão sujeitos à alterações.

Mini Concerto da Casa Verde
(Midori no Ie)
みどりの家ミニミニコンサート
A atuação artística do mês de maio é do grupo que cada vez 

mais fascina pelo jazz「Sunny Side Sound」 que esta no 7°

ano desde a sua formação. 

Venha curtir músicas suaves como românticas(balad), 

swing, bossa nova,etc. A entrada é franca. 

●Tipo de Música: Seija no Koshin(When the saints go 

marchin’ in) , Star Dust, Tenesse Waltz

●Data:  19 de maio(dom) a partir das 14:00hrs ~

●Local: Fureai Koryu Hall da Casa Verde(Midori no Ie) 

※Recomendamos não vir de carro, pois o local não tem 

estacionamento.

Dia da coleta do lixo reciclável
分別収集の日
07/05 (ter) ・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・

Ishibotoke Cho

10/05(sex) ・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・

Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・

Daiichiba Cho

14/05(ter) ・Daichi Cho・Chuo Cho・Minamishin Machi・

Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori Cho

Dia da coleta de papel velho e 
roupa usada
古紙と古着の日
07/05 (ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・

Suzui Cho

10/05(sex) ・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・

Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho・Shinyanagi 

Cho1ku

14/05(ter)・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae Cho・Sakae 

Machi1chome

Informações（　　３８－５８０７）
Disponível intérprete em português
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市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

■一般・消費生活相談
▶とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前 9時～午後 4時
■消費生活専門相談
毎月第 1～第 4火曜日午後 1時～ 4時
■登記相談
5 月 8日（水）午後 1時～ 4時
■不動産相談
5 月 9日（木）午後 1時～ 4時
■人権相談
5 月 10日（金）午後 1時～ 4時
■行政相談
5 月 10日（金）午後 1時～ 4時

●心の相談電話　☎ 3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▶とき　毎週月曜日午前 10時～午後４時（祝日、振替休日を除く）

お気軽にご相談ください

■法律相談（予約制…定員各 6人）
5 月 14日（火）・22日（水）午後 1時～ 4時
※毎月 1日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前 9
時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着
順、電話可）。
■母子寡婦就業相談
5 月 16日（木）午前 10時～午後 3時 30分
■戦没者遺族相談
5 月 17日（金）午後 1時～ 4時　　
■若年者就職相談
5 月 27日（月）午後 1時～ 4時

市民相談室（☎ 38-5822）
市 民 相 談

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない
消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。
　なお、物品のやりとりは、当事者間で話し合っていた
だきます。
登録物品（4月 12日現在）
▶譲ります（有償）　男はつらいよVHSテープ、テーブ
ル脚カバー、写真フレーム&身長計、ころころタワー、
クックトリオパスタパン、コードレススチームアイロン、
アイスクリームメーカー、肩掛式噴霧器
▶あげます (無償 )　 アナログテレビ、パソコンラック、
チャイルドシート、ルームランナー、学習机、折りたた
みベッド、子ども用すべり台、岩倉幼稚園制服等、観葉
植物用室内ケース、名鉄スイミング女子用水着、水槽
▶求めます　ベビーゲート、発表会用ドレス、ベビーサー
クル、自転車、歩行器、おんぶひも、ノートパソコン・
プリンター、岩倉中学校女子制服、チャイルドシート
岩倉市ホームページ (アドレス裏表紙参照 )でも確認で
きます。
▶問合先　商工農政課商工観光グループ（☎ 38-5812）

未
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家電リサイクル法対象品目の
引渡し方法を確認しましょう！
家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）は平成１３年に施行され、今年で１２年経過します。この法律
は排出される家電製品に含まれる有用な資源の再利用（リサイクル）を促進し、廃棄物を減らそうという目的で
作られました。これらはごみ（一般廃棄物）ではないため、市では引取ることができません。今一度、家電リサ
イクル法対象品目の引渡し方法を確認しましょう。

●家電リサイクル法対象品目
エアコン、洗濯機、衣類乾燥機、テレビ（ブラウン管式・液晶式・プラズマ式）、
冷蔵庫・冷凍庫
●引渡し方法
以下の①～④いずれかの方法で引渡してください。

①以前にその製品を買った販売店に引き渡す。
②買い替えの場合は、新しい製品を買う販売店に引き渡す。
※①、②については家電リサイクル法で小売店の義務とされています。
③下記表 1の収集運搬業者へ引き渡す。

④自分で指定引取場所（下記表２参照）へ搬入する。
　【搬入方法】
⑴　郵便局で、「払込書がついた家電リサイクル券（料金郵便局振込方式）」に
必要事項を記入し、リサイクル料金を振り込む（メーカーおよび大きさにより
リサイクル料金は異なります）。
⑵　振り込みした際に返却される「郵便振替払込受付証明書」を家電リサイク
ル券に貼付する。
⑶　⑴、⑵の手続きを終えた家電リサイクル券と廃棄する家電品を、指定引取
場所へ連絡した後に搬入する。

※金額、条件等は直接お問い合わせください。

●問合先　清掃事務所（☎６６‐５９１２）または環境保全課廃棄物グループ（☎３８‐５８０８）まで。

表１　家電リサイクル法対象品目収集運搬業者
業者名 所在地 電話番号

㈱愛北産業 曽野町 709 66-2113
㈲伸和環境 小牧市大字久保一色 3458-1 0568-41-4192
第一環境㈱ 小牧市久保一色南 2-120 0568-72-2300

表２　指定引取場所

業者名 所在地 電話番号
西濃運輸㈱ 小牧市新小木 1-92 0568-77-7361
昭栄金属㈱ 一宮市丹陽町五日市場天上126 0586-76-3211
朝日金属㈱ 名古屋市北区六が池町 555 052-901-2111
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